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議事日程

令和６年６月１３日 午前９時３０分開議

１．開議宣告

日程第１ 会議録署名議員の追加指名について

日程第２ 一般質問

通 告 議 席
氏 名 質 問 事 項

順 番 号

１ １１ 杉谷 洋一 １．防災対策の強化で安全安心な暮らしを

１．大山町の魅力の磨き上げを

２ ７ 門脇 輝明 ２．学校・保育所の職員不足の対応は

３．大山西小学校の環境整備を

３ １３ 吉原 美智恵 １．大山町の学校教育を問う

１．オーガニックビレッジ宣言・オーガニック給食

４ ３ 豊 哲也 について

２．本町の観光について

１．こども達の健康状態や運動能力は
５ ２ 西本 憲人

２．高齢者にやさしい施策の検討は

１．家族農業（中小規模農業）に経済的支援を

２．子どもの均等割国保税は免除か軽減措置を
６ １０ 大森 正治

３．就学期の子育てと学校の教育条件整備にかかわ

って

７ ６ 池田 幸恵 １．フレイル予防にもつながる健康づくりを

８ ８ 大原 広巳 １．イネカメムシ防除対策について

９ ４ 島田 一恵 １．道の駅大山恵みの里について

１．副町長の役割は
１０ １ 小谷 英介

２．地方創生監の役割は

－６７－



１．防災・減災対策を一層高めて安全なまちに
１１ １４ 岡田 聰

２．消滅自治体からの脱却施策は

１２ １５ 野口 俊明 １．町の広報はどう考える

１．人手不足、人材不足の対策は
１３ １２ 近藤 大介

２．第三次総合計画の策定について

本日の会議に付した事件

１．開議宣告

日程第１ 会議録署名議員の追加指名について

日程第２ 一般質問

通 告 議 席
氏 名 質 問 事 項

順 番 号

１ １１ 杉谷 洋一 １．防災対策の強化で安全安心な暮らしを

３ １３ 吉原 美智恵 １．大山町の学校教育を問う

１．オーガニックビレッジ宣言・オーガニック給食

４ ３ 豊 哲也 について

２．本町の観光について

１．こども達の健康状態や運動能力は
５ ２ 西本 憲人

２．高齢者にやさしい施策の検討は

１．家族農業（中小規模農業）に経済的支援を

２．子どもの均等割国保税は免除か軽減措置を
６ １０ 大森 正治

３．就学期の子育てと学校の教育条件整備にかかわ

って

７ ６ 池田 幸恵 １．フレイル予防にもつながる健康づくりを

出席議員（１４名）

１番 小 谷 英 介 ２番 西 本 憲 人

３番 豊 哲 也 ４番 島 田 一 恵

６番 池 田 幸 恵 ８番 大 原 広 巳

９番 大 杖 正 彦 １０番 大 森 正 治

１１番 杉 谷 洋 一 １２番 近 藤 大 介
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１３番 吉 原 美智恵 １４番 岡 田 聰

１５番 野 口 俊 明 １６番 米 本 隆 記

欠席議員（１名）

７番 門 脇 輝 明

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

局長 野 間 光 書記 林 原 彰 吾

説明のため出席した者の職氏名

町長 竹 口 大 紀 教育長 鷲 見 寛 幸

副町長 吉 尾 啓 介 教育次長 赤 路 卓 也

総務課長 金 田 茂 之 地方創生監 山 根 篤 大

財務課長 池 山 大 司 幼児・学校教育課長 井 上 龍

幼児・学校教育課参事兼指導主事 浦 木 美 穂

社会教育課長 西 尾 秀 道 商工観光課長 源 光 靖

まちづくり課長 深 田 智 子 こども課長 門 脇 恵美子

長寿支援課長 加 藤 貴 子 農林水産課長 桑 本 英 治

健康推進課長 諸 遊 剛 史 建設課長 小 倉 祥 司

午前９時３０分開議

○議長（米本 隆記君） 皆さん、おはようございます。

本日と明日の一般質問、よろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

なお、本日の会議には、７番、門脇輝明議員から欠席の届出が出ていますので、御報

告いたします。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の追加指名について

○議長（米本 隆記君） 日程第１、会議録署名議員の追加指名を行います。

本定例会の会議録署名議員に指名しました門脇輝明議員が欠席のため、会議規則第１

２５条の規定により、９番、大杖正彦議員を追加で指名します。

・ ・
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日程第２ 一般質問

○議長（米本 隆記君） 日程第２、一般質問を行います。

一般質問は、通告された議員が１３人ありましたので、本日と明日の２日間行います。

本日の一般質問は、通告順７番、池田幸恵議員の一般質問までを予定しております。

なお、通告順２番、議席番号７番、門脇輝明議員より一般質問の通告がありましたが、

本日欠席届が提出されておりますので、会議規則第６１条第４項の規定に基づき、門脇

議員の一般質問は行いません。

それでは、通告順に発言を許します。

１１番、杉谷洋一議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 皆さん、おはようございます。今日はトップバッターい

うことで、毎回毎回トップバッターで、よろしくお願いします。

今日は、防災対策の強化で安心・安全な暮らしをということで、今年１月に地震があ

りまして、うちの集落もそうなんですけど、町民の皆さんからも、防災というのは本当

に大事だなということで、テレビを見てみますと、テレビ関係でもこの防災というのを

国のほうもしっかり考えていくようなことを言ってますので、本町としても、やっぱり

命というのが一番だと思います。どんないろんなことがあっても、やっぱり命がなくな

ったら何にもなりませんので、この命の問題ということで、今日はこれをあえて取り上

げさせていただいておりますので、よろしくお願いします。

そうしますと、じゃあ、早速入らせていただきます。

地球の気候は、気温や海水温、南極海氷など、数々の記録が更新され、未知の領域に

入っていると言われている。それに伴い、日本では、自然災害につながる異常気象が各

地で発生し、観測史上初、１００年に一度、数十年に一度と言われ、大型台風や線状降

水帯、記録的短時間降雨などにより、河川の氾濫に伴う水害や浸水、また崖崩れなどの

被害が各地で出てるため、想定外を考慮した対策が喫緊の課題となってきております。

これらの想定外を超えた自然災害を防ぎ、住民が安全・安心して暮らせる町が求めら

れているということで、町長に何点か質問させていただきます。

まず、①河川管理の現状と対策はということで、町内の県管理の二級河川は、甲川、

阿弥陀川をはじめ１８河川であり、現在、これらの河川に多くの雑木、雑草や倒木など

が見られております。テレビでこういう災害を見られたとき、よく木が橋桁に絡んで堤

防が決壊したというのはよくある話です。

②災害時の一時避難所開設の対応はということでお尋ねしたいと思います。

③災害時の常備品の現状と賞味期限を考慮した利活用の方法は何かやっておられます

でしょうか。

④地震対策について、今年の初めに発生した能登半島地震は大変ショッキングな出来

事。能登半島地震では１９８０年以前の旧耐震基準の古い住宅が倒壊し、耐震化率の低

さが高齢化率の高さと関連していると指摘されております。山陰沖断層は、島根半島か
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ら陸と平行に倉吉方面にかけて延びていると言われております。断層が目の前にある本

町では、海底地震による能登半島地震のような大地震や津波が発生し、甚大な被害が想

定され、また、類似の高齢化率が高い本町も旧耐震基準の建物に対する耐震化率が６０

％と低いため、抜本的な対策が必要であろうかと思います。何か手だてはありませんで

しょうかということで、次に、⑤住宅の耐震診断及び建物の耐震化や頑丈な一室をシェ

ルターに、部屋を頑丈なものに設置してはどうでしょうか。それに対する補助はあるで

しょうか。

⑥地震による孤立想定地域の現状と対策は。今回、地震で道が寸断されたということ

で、孤立した集落もあったようですので、よろしくお願いします。

⑦地震による道路寸断に対する救命、物資搬入の確保及び水道管破裂による飲料水や

トイレの水などの確保はされておりますでしょうか。

⑧町内公共施設の耐震化補強の現状と対策は。多分やっておられると思いますけど、

どのようになってるかお尋ねいたします。

⑨学校での自然災害対策はということでお尋ねします。大人になって防災について定

期的に学ぶことは、あることはあるんですけど、少なくなって、関心度も低いところが

あるわけなんですけど、過去に学校で学んだことが基礎となっている。特に訓練や学習

で火災や地震のことを学んだことは、社会に出たとき役に立つと私は考えますけど、そ

の辺りのことをお尋ねいたします。以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 皆さん、おはようございます。本日、明日と一般質問、どうぞ

よろしくお願いいたします。

それでは、トップバッターの杉谷議員の一般質問、防災対策の強化で安全・安心な暮

らしをについてお答えをいたします。

まず、１点目の河川管理の現状と対策はというお尋ねですけれども、町内の二級河川

につきましては、樹木の伐採や河床整理などを鳥取県に要望を行っているところでござ

います。特に河川断面の阻害や流路に影響を及ぼす場合には、緊急対策を要請している

ところでございます。また、鳥取県におきましても、河川パトロールにおいて支障とな

る雑木の伐採を行っております。

２点目の災害時の一時避難所開設の対応はのお尋ねですけれども、本町が開設します

避難所は、大山町地域防災計画に基づきまして、主に緊急避難場所と指定避難所に分け

られます。緊急避難場所は、災害の危険、緊急時におきまして、安全が確保される場所

として開設をしておりますし、指定避難所は主に被災者が避難生活を送るための建物と

して開設をしております。また、運営につきましてもあらかじめ決められた体制によっ

て準備をしているところであります。

杉谷議員御質問の一時避難所などの一時避難場所につきましては、各集落等の公民館
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を指定しておりまして、開設から運営まで各組織で対応していただいていると認識をし

ております。

次に、３点目の災害時の備蓄品の現状に関するお尋ねですけれども、鳥取県内におき

ましては、災害時に必要と見込まれます物資または資機材の標準的な品目及び数量等を

連携して備蓄をしております。災害によりまして被害を受けた市町村の応援を迅速かつ

円滑に連行することを目的に、鳥取県が定めた県及び市町村の備蓄に関する連絡体制整

備要領が定められておりまして、本町におきましても、アルファ米などの保存食ですと

かブルーシートなどの資機材について、要領に定められた目標数量を備蓄しております。

また、保存食などの賞味期限があるものについて、期限が近づいてきたものに関しま

しては、大山町の総合防災訓練の炊き出し訓練を行う場合ですとか、乳幼児関係のもの

でありましたら、離乳食講習会での材料にするなど活用をしているところでございます。

４点目の旧耐震基準の建物に対する耐震化率向上の手だて、そして５点目の住宅のシ

ェルターの設置に対する補助等のお尋ねですけれども、大山町木造住宅耐震診断事業に

よりまして、平成１２年５月３１日以前に建築された戸建て住宅につきまして、所有者

が無料で耐震診断を受けることができる制度を設けているところでございます。耐震診

断の結果、倒壊の危険性があるものにつきましては、大山町震災に強いまちづくり促進

事業によりまして、改修費用の５分の４、最大１２０万円を補助しておりますので、町

民の皆様に御活用いただきまして、耐震化率の向上を図りたいと考えております。

耐震シェルターにつきましては、建物の一部に木造、鉄骨などの補強材を用いて耐震

性のある箱型の空間をつくり出す安全対策で、費用が家全体の耐震工事よりも安価であ

ります。現在、本町におきましては補助を設けておりませんが、今後、補助制度創設に

向けて準備をしていきたいと思います。

続きまして、６点目の地震による孤立想定地域に関するお尋ねですけれども、大山町

の地域防災計画におきまして、孤立が予測される集落として、退休寺の一部、新高田の

一部及び今在家の一部をリストアップしております。令和６年５月末現在の世帯数及び

人数ですが、退休寺の一部が４世帯９人、新高田の一部が６世帯１３人、今在家の一部

が１世帯１人となっております。

対策としましては、物資の供給体制としまして、災害時の備えとして各戸に３日間の

食料品等の備蓄をお願いしているところでございますけれども、崖崩れ等で道路が寸断

されてさらに長引くおそれがある場合には、自衛隊等にヘリ等、空からの支援をお願い

することになろうかと思います。

７点目の地震による道路寸断に対する救命あるいは物資等のお尋ねですけれども、災

害の規模にもよりますけれども、救命、物資搬入の確保につきましては、先ほど答弁し

ておりますとおり、自衛隊や消防等によるヘリ等、空からの実施になろうかと思います。

また、飲料水やトイレの水の確保につきましては、本町の備蓄や鳥取県内の自治体で連

携備蓄しているものを使用することになろうかと思います。その後は応援物資に頼るこ
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ととなります。

８点目の町内公共施設の耐震補強の関係のお尋ねですけれども、役場本庁舎、各支所、

町内の小・中学校及び保育園など、ほぼ全ての施設につきまして、新耐震基準に適合し

ているところでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 皆さん、おはようございます。２日間の一般質問、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

杉谷議員の防災対策の強化で安全・安心な暮らしをの一般質問にお答えいたします。

まず、学校での自然災害の対策はとの御質問でありますが、訓練については、大山町

内の学校では年間２回の避難訓練を実施しております。学校のみならず、保育所でも避

難訓練は行っておりますが、以前は火災を想定した避難訓練が中心でしたが、鳥取西部

地震以降、２回の避難訓練のうち１回は火災を想定した訓練、もう１回は地震を想定し

た訓練を行っております。また、学校によっては津波を想定した訓練を行っているとこ

ろもあります。

東日本大震災以降、児童生徒が状況に応じて自分で判断し、自分の身を守る力の育成

が求められるようになりました。そのため、町内の各学校においても、日時を予告せず

に避難訓練を実施したり、児童生徒が様々な場所に移動している休憩時間に訓練を実施

したりするなどの工夫をしております。

また、休憩時間の避難訓練においては、煙が充満していることを示す煙の絵を描いた

大型ボードを校舎内に設置することで、状況に応じて避難経路を判断するような訓練も

行っている学校もあります。

次に、自然災害に関しては、主に社会科や理科の学習として取り扱っております。社

会科では、小学校５年生の「自然災害を防ぐ」、中学校２年生の「日本のさまざまな自

然災害」、「自然災害に対する備え」といった単元で、特に自然災害と防災対策などに

ついての学習をしております。理科では、小学校５年生の「台風と気象情報」、「流れ

る水のはたらき」、小学校６年生の「大地のつくりと変化」、中学校１年生の「活きて

いる地球」、２年生の「地球の大気と天気の変化」、３年生の「自然と人間」といった

単元で自然災害についての科学的な見方や考え方を養う学習を行っております。

鳥取県では、東日本大震災を受けて鳥取型防災教育の手引きを作成し、各小学校に配

布しました。町内の小学校では、この手引も活用し、社会科や理科の学習はもとより、

様々な教科の学習や学級活動などと関連づけながら、災害から身を守る方法などについ

ても学んでおります。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 先ほど御答弁いただきました。確かに防災ということで、

地震ということで、町長、教育長から懇切丁寧に説明いただいて、もうこれでいいんで

はないかなとは思うんですけど、そうはいかんし、何点かちょっと再度お尋ねいたしま

す。

①のところで、河川の管理というようなことで、現状と対策ちゅうことで、鳥取県に

おいても河川パトロールにおいて支障となる樹木の伐採を行っておるということを先ほ

ど答弁いただきましたけど、場所によってはまだそうではなかったりということで、鳥

取県もそんなに潤沢にお金があるわけはないから、急ぐところはそれなりの対応をして

いただいておると思うんですけど、私が思うに、特に橋のあるところなんかは、特にこ

の辺をしっかり対応していただきたいなというふうに思うわけですけど、本町の役場と

しては、こういうパトロールっちゅうか、そういう箇所があったときの対応というのは

何か考えがありますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細につきましては、担当からお答えをさせていただきます。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 特段、県管理河川についてはパトロール等は行っておりま

せんが、順次現地を巡回する中で気がついた点については、県のほうに要請をしてまい

っておるところでございます。以上です。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 気のついたところとおっしゃるんですけど、パトロール

ではなくして、適当に回っとったらそういう箇所があるということで対応されておるん

ですか。その辺りはどうですか。あるいは住民からのそういう声があったら、それを重

要視して話を県にしていくとか、何かそういうようなところはどうなんですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えさせていただきます。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 職員が現地を巡回する中で気づいた点でありますとか、あ

るいは住民の方から要望等もいただいておりますので、そういったものに対して県のほ

うにお伝えをしていくというところでございます。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 住民もいつも生活していますので、特に住民の声を大事

に、県のほうにもしっかり要望してくださいということで、次に進みます。

次、異常気象の背景には、南米のペルー沖の海水温が低くなるラニーニャ現象が発生

すると乱気流が発生しやすくなり、それに伴い日本周辺には各地で集中豪雨や線状降水

帯になりやすいと言われております。その辺りはよく町の防災無線を聞いておりますと、

そういう災害が想定されますので、避難所を開設しましたので、そこに避難をしてくだ

さいということが放送であるわけでして、そういう避難があった場合には、本当に１０

０年に一度とか、そういう大きな災害になれば、びっくりするような、だけん、７０、

８０年、この地に住んどったけど、生まれて初めてこんな水害に遭いましたというのが

よくありますので、その辺りは今後も十分に気象情報を注視しながら役場のほうで対応

していただければなというふうに思います。

防災マップの話なんですけど、各世帯へ配布されて、しっかりそれを集落の皆さん、

読んだりしていただいて、対応していただきたいという、そういう防災マップがあるわ

けなんですけど、このマップは、以前に作られたんだけど、この頃、地震とか、そうい

うのがあって、また新しく改訂版か何かされる計画はあるんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えをさせていただきます。

○総務課長（金田 茂之君） 議長、総務課長。

○議長（米本 隆記君） 金田総務課長。

○総務課長（金田 茂之君） お答えをいたします。

５年に１回程度の割合で大体更新をさせていただいております。一応来年度が更新時

期となっておりますので、来年度にやろうかというふうに思っております。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） それも５年前と最近の事情はちょっと違ってきとると思

いますので、その辺りも十分加味されたハザードマップを出していただきたいなという

ふうに思います。

それと、これは防災リーダーの育成ということでちょっとお尋ねいたします。

集落のみんなでお互いに助け合い、それぞれ命を守っていくための指導、支援という

のは部落でもいろいろあるんですけど、それに対しての町のほうからこういう例えば防

災リーダーの育成だとか、あるいは、特に昼間は女性が地域にたくさんおられるんです

が、その辺りの育成講座の開設というような、そういうような計画はありませんでしょ

うか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えさせていただきます。

○総務課長（金田 茂之君） 議長、総務課長。

○議長（米本 隆記君） 金田総務課長。

○総務課長（金田 茂之君） お答えをいたします。

各集落なり自主防災組織等から御依頼があれば、出向いていって、説明等をさせてい

ただいておりますので、今後もそのようにしたいというふうに思っております。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） そうやって役場も積極的に集落に関与していただけると

いうことは、非常に我々住む住民としてはありがたいし、安心しておられるかと思いま

す。

その次に、賞味期限が切れた備蓄品等はどうですかと言ったら、賞味期限が切れる前

に防災訓練とか、あるいはいろんなそういうところに、他県のそういう災害があったと

ころにそれを送り届けるというような話がありました。確かにあったもんを賞味期限が

来たから捨ててしまうでなしに、そういう利用の仕方、あるいはその場合、例えば集落

から、今度こういう防災訓練を集落単位でやりたいんだけど、そういう備蓄品の賞味期

限が来るようなもんがあったら何か譲ってはもらえませんかというようなことがあった

場合には、そういう場合にはいい具合に対応はしていただけるでしょうか。お伺いいた

します。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えさせていただきます。

○総務課長（金田 茂之君） 議長、総務課長。

○議長（米本 隆記君） 金田総務課長。

○総務課長（金田 茂之君） お答えをいたします。

これまでは集落のほうには提供はさせていただいておりません。まちづくり団体等に

つきましては提供させていただいておりますので、今後、たくさんの集落のほうから要

望があればというところもありますけれども、積極的に検討させていただきたいという

ふうに思います。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） そういうことも集落でも、私、老人会に関与して、いろ

いろ話の中で、そんなことはできないかなという質問を受けたことがあるんだけど、ち

ょっと待ってよ、分からんから、また一般質問で質問するからと言っておりましたので、

我々もやはり自分の命がかかることですので、あるいは高齢世帯の命もかかることです
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ので、積極的にそういう防災訓練もしながら、そういうのを提供していただければあり

がたいなと思いますので、今後検討するということですので、いい方向に検討してくだ

さい。やめる方向じゃなしに、やる方向に検討してください。

ということで、もう一つのところ、先ほど話の中で、能登半島地震、１９８０年以前

の建物の耐震化が古い耐震、古い基準になって、この頃は、新しい基準は問題ないかと

思うんですけど、その低さから命を落とされたということがあるわけなんでして、この

辺りのことは、先ほど言った、本町もそういうことをやっておるということで、鳥取市

や米子市は県や国の助成と併せて改修工事等に、先ほど大山町に合ったようなことをや

ってるということですので、これも、私もそれよう分からんかったですけど、あんまり

これまでこの記事に触れたことなかったもんで、もっともっと広報か何かしていただい

て、広く皆さんにアナウンスしていただければなと思うわけなんですけど、その辺りの

こと、もう一度、町長、よろしくお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

広報、周知の方法につきましては、杉谷議員御指摘のとおり、まだまだ伝わってない

部分あると思いますので、しっかり伝えていきたいというふうに思っています。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） もう一つは、確かに家そのもんを何とかしようといった

ら大変なお金がかかるわけなんですけど、耐震シェルターの補助制度なんかでやれば、

ほんの一間だけを鉄骨を入れたりしてできるかと思いますけど、この辺りのことは、大

山町では今後考えるということで、ぜひこれは、県はそういう補助を出すとか、補助率

を昨年度２３％から８０％上限を、米子市あたりもやっとるわけです。本町もぜひこれ

は早急に取り組んでいただければありがたいなと思うんですけど、どうでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先般の地震等もありまして、耐震シェルターについて、特に注目をされているところ

でありますし、全体の改修をするよりも、様々な方法が確立されていて、安価に、地震

の際も古い建物でも安全にそこで身が守れる、命が守れるというようなところでござい

ます。先般も西部の９市町村長の会合でこういったことが話題になって、各自治体でや

りつつも、県等にも要望しながら、市町村単独でやっていくのは難しい部分もあります

ので、そういう財源確保のことと併せて、国、県とも連携しながらやっていかなければ

いけないかなというふうに考えているところでございます。これはしっかり前向きに検

討を進めていきたいというふうに思っています。
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○議員（１１番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） ぜひそういう方向で進んで、確かに命あってのもので、

命がなくなったら何にもなくなりますので、この辺りはしっかり、例えば夜、昼間だっ

たらまだ明るくていいわけですけど、地震でもいつ来るか分からんし、雨とか台風とい

うのは何日か前から予測がついて、避難したりするわけなんですけど、地震の場合はそ

うじゃなしに、ぐらっときたら、今、予知で何秒か前に放送があるわけで、ほしたらそ

こに逃げ込んどけば大丈夫ではないかなと思いますので、ぜひこれは実現していただき

たいというふうに思います。

あとは、しっかりした答弁をいただきましたので、そんなに私のほうからああだこう

だってぐじょぐじょぐじょぐじょ言うことはありませんのでと思いまして、最後のとこ

ろ、教育長、学校の防災対策ということでお尋ねです。

私らの小さいときは火災訓練がせいぜいのところで、火災がないのに訓練するのなん

て笑いながら避難したもんですけど、だけどこの頃は、地震なんていうのは、私の小さ

い頃はそんなに大きい地震がなかったもんですので、確かにこの頃は地震というのが怖

いなと思うわけですけど、先ほど教育長のほうから理科の授業なんかでもそういう勉強

もやっとるということ、そういうのも大事だと思うんですけど、やっぱりいざ、何かそ

ういうことを体で覚えとけば強い部分があるんじゃないかなと思うんですけど、この辺

り、まだ時間ありますけど、今日は町長も教育長も丁寧な説明をいただきましたので、

この辺りで終わりにしたいと思いますが、最後に、教育長、その辺りはどうなんでしょ

うか。地震に対してはもうちょっと違った、火災訓練並みにやってはどうなんだかなと

思うんですけど、最後にお答え願って、終わりにしたいと思います。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

杉谷議員のおっしゃるとおり、突然の災害を受けたときに、その状況に応じてまず自

分の身を守る。そしてその状況をとっさの判断で回避する力をつける。また、これを毎

年繰り返すことによって体で覚え、社会に出てから、大人になってからも役立つような

訓練が必要だと思います。

私がおりました学校のときの地震に対する避難訓練ですが、まず、地震を想定した場

合、今、地震ですという放送がかかります。そこですぐに慌てて外に出たり動くのでは

なく、そこでまず机の下とか、上から物が落ちてこない場所にまずじっとします。そし

て、放送が次あるのが、今、地震が収まりましたので、ここで安全な広いところ、運動

場の真ん中辺りに集まりましょうという放送があって、安全な場所を通りながら避難す

るというようなことをしております。

学校だけではなく、いろんな場面でそういった災害が起きるわけで、やはり家庭でも
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家族の中で、もしここで地震が起きたらどうしようか、どこに避難しようか、そういっ

たことも家庭の中で話し合っていくというようなことも保護者にも伝えたいですし、ま

た、子供たちにも、家の中でも、帰ったら家族でもそういったことについて話し合って

よというようなことも伝えながら、学校と家庭と協働しながら避難訓練等を行っておる

ところでございます。以上です。

○議員（１１番 杉谷 洋一君） じゃあ、終わります。

○議長（米本 隆記君） これで杉谷洋一議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） 次、１３番、吉原美智恵議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 皆さん、おはようございます。今日は思いがけず３番の

はずが２番になりまして、その上に杉谷議員の御協力で物すごく早い時間に始めること

になりまして、ハプニングばっかりですが、よろしくお願いいたします。

そういたしますと、１３番、吉原です。この頃、大山町の子育て支援は、今、先進的

な取組が行われて、かなり充実していると思います。そういう中で、子供の育ちを担う

学校教育の重要性がまた増してきていると思いますので、今日は大山町の学校教育につ

いて問いたいと思います。質問の相手ですけれども、教育長と町長にお願いします。

それでは、早速ですけれども、大山町教育基本計画の中で、小・中学校の重点施策に

ついて問います。

①保小中の連携の現状と充実はどうでしょうか。

②ふるさとキャリア教育の中で、コミュニティ・スクールの推進とありますが、現状

と課題はどうでしょうか。

③英語教育の充実として、子供たちの英語の触れる機会を増やすという目玉政策とし

て、新たに短期留学プログラムが計画されましたが、その意義はどうでしょうか。

次、２、教育の質の向上のための教員への配慮はいかがですか。

３、現在、本町の子供の出生数は減少するばかりであります。よりよい教育を行うた

めの小・中学校の在り方の検討を始める必要があるのではないでしょうか。

以上、教育長、町長にお尋ねします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 吉原議員の大山町の学校教育を問うの一般質問にお答えいた

します。

まずは大山町が毎年掲げております３つの重点政策についてお答えいたします。

１つ目の保小中の連携の現状と充実についてですが、これまで幼児期から中学校卒業

時まで見通した保小中の共通した取組の充実に力を入れてまいりました。特に保育所か

ら小学校への接続と小学校から中学校への接続がスムーズになり、切れ目のない支援を

継続することで、学習指導や生徒指導などの充実につながっていると考えております。
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昨年度までは新型コロナの影響もあり、行事による交流が減少しておりましたが、今年

度からは、少しずつではありますが、保小中の交流も復活してまいりました。また、毎

月１回、中学校区の保小中の園長、校長が集まり情報交換の会を行っており、課題を共

有しております。今後もより一層の連携を図ってまいります。

２つ目のふるさとキャリア教育の中で、コミュニティ・スクールの推進についてです

が、大山町では、令和４年からコミュニティ・スクールをスタートし、今年が３年目の

年となります。ふるさと大山を愛する子供たちの育成を目指し、各校区とも学校の課題

と地域の課題を共有し、コミュニティ・スクールの推進に努めているところです。コミ

ュニティーを生かした校区の課題解決や地域のネットワークが構築されつつあります。

課題としては、活動の理解者を地域に広げ、地域や保護者を巻き込んでいく仕組みの構

築や人材バンクの確保が上げられます。

３つ目の英語教育の充実として、新たな短期留学プログラムについてですが、これま

でのテメキュラ交流事業のほかに、今年度からハワイの私立の学校、ミッドパシフィッ

クインスティテュートへの英語短期留学を実施いたします。その意義としては、大山町

の特色ある教育の一つである英語教育の充実を図るため、現在実施しているオンライン

英会話やＡＬＴの全校配置などと併せ、実際に海外に留学し、ホームステイを活用する

中で、英語力とコミュニケーション能力の向上を目指すものです。また、引率する英語

教員の語彙力や指導力の向上にもつながるものと考えております。

帰国後は研修の成果を学校、また町にお伝えする機会を持つ予定です。

２つ目の御質問であります教育の質の向上のための教員への配慮についてですが、町

としましては、年に２回、学校訪問を行い、全ての教員の授業を参観しております。ま

た、町主催の合同研修会や外部講師による講演会を実施しております。また、各校が実

施する授業研究会への要請を受け、指導、助言も行っております。

３つ目の御質問でありますよりよい教育を行うための小・中学校の在り方検討を始め

る必要についてですが、吉原議員がおっしゃるとおり、向こう５年を見ますと、小学校

の児童数が少しずつ減少していきます。しかし、中学校の生徒は若干でありますが増加

する傾向にあります。今後の児童生徒数の推移を見据えながら教育委員会内でも協議し

ていき、さらに総合教育会議でも検討をしていかなければならないと考えております。

町長答弁も同じであります。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） まず、保小中の連携の現状と充実ですが、これは多分、

大山町が一番初めに保育園を幼児教育課に持ってきたと思うんですね、県内でも。その

意味は、保小中連携であろうと思います。

そういう中で、今、コロナがありましたけれども、その前は行事に一緒に取り組んだ
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りしたこともあったと思いますし、あと、保育園に小学校の先生が行かれたり、一番初

めの頃、１年間でしたかね、先生が大山小学校に行かれたりしました。その辺について、

どうですか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） おっしゃるとおり、以前、長期にわたって小学校の教員が保

育所で研修を行うということをやっておりました。現在はやっておりませんし、今後も

その方向は考えておりませんが、ただ、短期の、夏休み等に教員が、実際に小学校に出

向いて研修を行う。これは全員ではありませんが、これについては担当が詳細について

は答えますが、また、保育所の職員も小学校に行って、保育所から上に上がった１年生

を授業を見るというようなことをやっておりまして、教員の交流もやりながら、また、

小学校、保育所の交流も復活してまいりました。先日も大山小学校の春見つけを行いま

したが、今まではコロナということで、別々に、小学校は小学校、保育所は保育所で行

っておりましたが、一緒に合同でやることで、縦のつながり、上の小学生が下の保育所

の子に教えるとか、一緒に活動するということが徐々に増えてまいりまして、これはい

い傾向だなというふうに考えております。以上です。

○幼児・学校教育課参事兼指導主事（浦木 美穂君） 議長、幼児・学校教育課参事。

○議長（米本 隆記君） 浦木幼児・学校教育課参事。

○幼児・学校教育課参事兼指導主事（浦木 美穂君） では、先ほどの小学校から保育園

への教員の研修についてですが、やはり途切れさせてはいけないということで、今、初

任者さんに行ってもらうことにしています。夏休み一日保育士体験ということで、給食

も一緒に食べたり、園長先生のお話も聞いたり、一緒に保育を体験してもらってますし、

夏休みに限らず、冬休みなども、１年生の先生が今度入ってくる保育園の年長さんを見

に行ってくださっているという活動もしていただいております。やはりそこの接続はと

ても大切に取り組んでおります。以上です。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） そもそも保育園の現状を議員になった頃に、行事にいつ

も参加しておりまして、運動会の様子とか見させてもらったら、そのときに一生懸命子

供を見るのが手いっぱいで、保育園の先生も、米子の幼稚園に孫が行ってたもんですか

ら、真っすぐ並んだり、先生の話をちゃんと聞くというのはすごく力を入れてて、そう

いうところは大事だなと思って提言させてもらって、当時の町長が取り入れて、教育長

も革新的でしたので、幼児教育課に持っていった経緯がありますので、これは引き続き

取り組んでいただきたいと思います。

そして、保育園の先生の研修とかですけども、保育士の、保育士の小学校体験も要る

かも分かりませんし、閉鎖的になるといろんなことが起こりますので、小学校の先生の
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数か、分かりませんけれども、やはり保育園も園内研修を内容を充実させて、先生方同

士の助け合う仕組みも要るんじゃないかと思いますが、これは意見で申し訳ございませ

んが。

次に、コミュニティ・スクールですけれども、始まったんですけれども、令和３年度

頃が、これからやりますということで、取り組みます、だったと思います。今、どのよ

うな状況か知りたいということは、もともと大山町ってボランティアが盛んで、小学校

とかも皆さんボランティア活動をしてます。私もそうですし、実際には。ただ、ボラン

ティアとしては学校の教育については見ない、言わないみたいな感じで、言わざる、聞

かざるという姿勢で私もやってきたつもりなんですけれども、その中で、時代が変わっ

て、教師と保護者が一緒に取り組んでいく、地域の人と、そういうことになりました。

けれども、コミュニティ・スクールのいいところは多分、学校もすごく喜んでおられる

と思いますが、スクールのそれぞれの体制が違うんじゃないかと思うんですね。その辺

について、本当に応援だけでできてるのか、逆に先生が、保護者もかなり高学歴になっ

たりしておりますし、教育に関心がある人がいて、コミュニティ・スクールの中の話と

先生、学校教育がやろうとしていることがうまくそごがないようにできてるか、そこが

気になるんですけど、いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

コミュニティ・スクールと学校との関係、そもそもコミュニティ・スクールは、地域

で学校と共に、地域と共に子供たちを育てるというところで始まったわけなんですが、

その辺りの、今、３年経過する中でのいろいろな課題も出てきておると思います。そう

いった詳細については担当のほうがお答えしますが、私、国がコミュニティ・スクール

を始めると言ったときに、内容を見て、もうこれは大山町ではとっくにできてることだ

なというふうに率直に感じました。これは東京とか都会の状況を見て文科省が出したこ

となんですが、この大山町のよさというのは、先ほどおっしゃられたボランティアの皆

さんがたくさんいる。子供たちを地域で見守っている。地域で育てようとする力がもと

もと大山町にあり、このコミュニティ・スクールは、そういったものを組織化して、組

織として確立し、方向づけをしていくというところで、そういった部分ではコミュニテ

ィ・スクールのよさではありましたが、もともと大山町ではこういったコミュニティ・

スクールのようなことは行っておりました。実際に大山小学校ではボランティアの方の

人数が子供の人数よりも多いというような状況でもあり、いろんな場面でボランティア

の方のお世話になっているという状況です。そうした中で、いろいろな課題も見えてき

てるんじゃないかなと思いますので、詳細について、担当がお答えいたします。

○教育次長（赤路 卓也君） 議長、教育次長。

○議長（米本 隆記君） 赤路教育次長。
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○教育次長（赤路 卓也君） では、コミュニティ・スクールの課題について、補足させ

ていただきます。

各校区によってやっぱり特色がありますので、その特色を生かしたコミュニティ・ス

クールを今実施しているところですが、先ほどの教育長の答弁にもありましたが、やは

り活動の理解を地域に広げていくというところで、そういった広報活動のところについ

てはちょっとまだ課題があるというふうに思っておりますし、やはり地域、保護者の方

を巻き込んでいくということで、人材バンク、これを今活用していろいろやりたいとい

うふうには思っておりますけども、その辺がまだ不足している校区もあります。そのと

ころは各校区の特色を生かしながら、より一層コミュニティ・スクールの推進に邁進し

ていきたいというふうに思っております。以上です。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 今のお話ですと、課題については、周囲の皆さんの理解

ということになっているみたいで、ほかにはそんなに重要な課題はないというふうに聞

こえましたが、よろしいでしょうか。

それからあと、人材バンクの関係ですけれども、結局は、人材バンクといいますと、

もしかしたら部活動とか、そういうところにも広げていけるようなニュアンスで受け取

っていいんでしょうか。

○議長（米本 隆記君） 教育長が答えて……。

鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 担当がお答えいたします。

○教育次長（赤路 卓也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 赤路教育次長。

○教育次長（赤路 卓也君） 課題につきまして、それぞれの校区で様々な課題あります

が、主なところは今説明させてもらったところになります。

あと、部活動の人材バンクも含めて、今後、検討していかんといけんなと思っており

ます。以上です。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 大分充実してきてるようですので、進めていっていただ

けたらと思います。

次に、英語教育の充実としまして、これは町長にもお尋ねしたいところです。取りあ

えずは、今実施しているオンライン英会話とＡＬＴ、この活用、全校配置ってなかなか

ないですよね、本当に大山町以外でなかなか。米子の方なんかはすごく羨ましがるんで

すけど、本当は、まずはそこを充実させて、きちんと取り組んでいくのがまず第一かと

思うんですけど、その辺で、ハワイの短期留学、急に入ったような雰囲気がします。テ
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メキュラのホームステイして実際に文化を学んだり、英語が使えない不便さというか、

英語を使いたいという動機づけになるとか、あと、コミュニケーション能力があれば案

外英語がなくてもできるとか、いろんな体験して、今、この３つでかなり英語教育につ

いては特色ある大山町になっていると思うんですけれども、多分強い思いがあるんでし

ょう。それもお聞きしたいと思いますが、まずは今の現状で、私はそういうふうに考え

るわけです。ぜひ今あるものをすごく活用してもらって、ある意味ですよ、決まったも

のは仕方がない。そういう点では英語教育どうでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

一人一人、１対１の英語の、パソコンを利用した１対１の会話をやっておりましたが、

やはり実際に人と出会って、画面上での英会話ではなく、人と出会って、人と触れ合い

ながらというのが本当に子供たちにとってより身になるなというふうに考えております。

最初はそういったパソコン上での会話をしていたんですが、やはり日頃から人に接する、

ネーティブな人に接するということでＡＬＴの配置をしたわけですが、さらに海外に行

くことによって、日本ではない実際の現場に行くことによって、海外での実際の文化に

触れ合うということで、全くバーチャルで海外の景色を見たり、人と話をするのではな

しに、そこに身を置いて、そこで感じたものというのは本当に大きいものだと思います。

できるだけ若い頃にそういった経験をすることが将来に向かっての自分の仕事の目標だ

ったり、生活目標になるというふうに考えております。

吉原議員のおっしゃるとおり、テメキュラもアメリカですし、ハワイもアメリカとい

うことで、同じ海外じゃないのっておっしゃられるかもしれませんが、テメキュラの交

流とハワイの語学留学はかなり内容が変わっております。テメキュラの文化を知ったり、

人との交流という部分ではテメキュラの交流は本当に有意義なことですし、ハワイの短

期留学というのは、ハワイ屈指の進学校であるミッドパシフィックインスティテュート

で世界に向けて行っている英語の短期留学プログラムを実際に体験してみるというとこ

ろで、やはりこれからの英語を学ぶ意欲ですとか、また、そういった子の話を聞くこと

によって、行かなかった子供たちも刺激を受け、さらに英語を勉強してみようというふ

うな機運を生じるということで、そういった２つの相乗効果というものを狙って今回も

ハワイの留学ということを決めたという状況であります。以上です。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 町長はいかがでしょうか、これについて。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず冒頭に、吉原議員からその前の杉谷議員に対して言及があって、とてもユーモア

のあるコメントだなというふうに思って聞いておりましたが、そのやり取りを聞いてま
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すと、改選前の４年間の杉谷議長と吉原副議長の名コンビをほうふつとさせるなという

ことで、非常に懐かしいなと思いながら、それを突っ込もうと思って答弁の機会をうか

がっておりましたが、ようやく今、答弁が回ってきたところでございます。

英語の新しいプログラムについてのお尋ねですけれども、これはプログラムを実施す

る際にも予算等において議会の皆さんにも御説明をさせていただいておりますが、まず、

課題としては、以前から、特にコロナ前ですけれども、テメキュラの交流事業に関して

は、定員の２倍、あるいは年によっては３倍応募があるというところで、２年間しかチ

ャンスがありませんので、希望してもなかなか中学校のうちに行くことができない。ど

んだけやる気があっても選ばれないというような課題がありました。その課題の解決の

ために、もう少し定員を増やせないかというような要望等もありまして、検討を重ねて

きたところでございます。

その中で、テメキュラ側の受入れのキャパですとか、あとカリフォルニア州の様々な

法律等にもよりまして、なかなか子供をたくさん連れていくことができないというよう

な検討結果でありました。よって、今、６人テメキュラに今年も行く予定にしています

けれども、それ以上増やすのは難しいというような結論に至ったところでございます。

そうはいっても中学校のうちに意欲ある子供が異文化を現地で生身で体験をしてくる

というのは、これからの子供たちの成長にとっても非常に大切なことでありますし、こ

れは英語の学習という面では当然そうですし、異文化コミュニケーション、異文化への

理解の促進という面でも非常に大きな役割を果たすものと思っています。

そういったところでいいますと、ちょっと英語から離れますが、今年の夏は韓国・襄

陽郡に中学生を派遣する年になってますが、これも定員が１６名に対して２８名も応募

があるということで、２倍近くの応募があったと。やっぱり半分は希望しても行けない

わけですね。襄陽郡の派遣も２年に１回ですから、中学校の入る年のタイミングによっ

ては１回しかチャンスがないと。こういったところももう少しカバーができないかとい

うところで、まだ具体的に何も検討は進んでおりませんが、何か検討ができないかとい

うふうに考えているところです。

英語のプログラムに関しても、テメキュラの受入れキャパがもうこれ以上増やせない

というところから、ほかに中学生のうちに異文化コミュニケーションが取れるような派

遣先がないかというところを検討してきて、当時、地方創生事業でハワイとの野球交流、

アート交流をしていた関係で、その関係者につながりがあって、このプログラムが実現

したというところでございます。

行く子供はもちろんですけれども、教育長の答弁にもありましたが、行った子供たち

が周りへの英語の学習意欲を向上させるようなプラスの影響を及ぼすということも十分

考えられますし、やはり行った子供たちの口コミだとか保護者の口コミによって、また

次年度、行ってみたいというような子供が増えていく。さらには、現地に行った期間以

外にも、学校で勉強するときにおいても各校に配置されているＡＬＴに積極的に話しか
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けたりだとか、あとは、ＧＩＧＡスクール構想で整備をした１人１台のタブレットを使

ったオンライン英会話でも積極性を持って授業に取り組む。そういうような効果を期待

しているところで、これは教育委員会の答弁と同じでございます。以上です。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） まず、教育委員会のほうからですけど、オンライン英会

話は、同僚議員が教育民生におられて情報があったんですけれども、やはり学校によっ

て波があるみたいで、まだまだ平準化されてなくて、この充実もすごく大事だなと思っ

ているとこです。せっかくありますのでね。

あと、ＡＬＴの全校配置なんですけど、これでＡＬＴを本当に活用されてるかという

と、運動会にもおられて、私なんか勉強の機会だと思って一生懸命話しかけてみて、子

供も運動会で忙しいか分かりませんけど、やっぱり日頃の触れ合いが大事ですので、話

しておりますけど、中学生議会でいろいろ言っておられます。いろんな機会を捉えて一

緒に行事をしたいとか。そうなると、一緒にＡＬＴと子供たち、中山、名和、大山、皆

さんと青年の家で３日間英語漬けとか、そういう企画もできるんじゃないですか、そん

なにお金かけずに。せっかくですのでそういうふうに工夫してもらいたいと思うんです

ね。そして、特別な人だけが英語を受けるんじゃなくって、興味がある人は皆さんが行

ける。多分苦手な人もいるかも分かりませんけど、いつ乗り越えるか分かりませんし、

そういうところが必要じゃないかと思います。

町長ですけど、私、町長、新聞で記者会見されて、それのほうが印象的で、記者会見

のいろんな情報は事務局のところから入ってまして、見させてもらいました。こちらの

ほうが分かりやすくて。ミドルスクールの何か、パシフィック、ミッドパシフィック、

英語を知っとる割には……。創立とか、どんな学校かってあります。えらい立派な学校

で、卒業生はマサチューセッツ工科大学、ハーバード大学、スタンフォード、ペンシル

ベニア、カリフォルニア大学というすごい立派な学校みたいです、私立で。費用がすご

いかかりますよね。その費用からすると、１人２０万ということになってます。そこが

やはり私、議員としてもそういう人がいると思うんですけど、本当にグローバル人材育

成はすばらしいんですけど、小・中学校ですよ。義務教育学校です。そうした舞台を目

指していない子供もいますね。英語だけじゃなくて。そういう生徒が納得できるのかと

いうのもありますし、テメキュラは６人です。ハワイは２０万要って、なのでなかなか

手挙げがなかったかも分かりませんし、２０万円を出して行ける子供って限られてしま

って、じゃあ子供の立場からすると、テメキュラ６人だったらまだ諦め切れるというか、

ある意味で、逆に。行かない人が多いので。行かれない人も。逆に２０万出して行ける

人って、中学生で、単純に羨ましいと思うこともあると思いますよ、子供心として。お

金についても、それが２０万出せる家庭と、子供が手挙げって言いますけど、子供だっ

て家庭の事情が分かるので、手挙げをしたくてもできない子ももしかしたらいるかも分
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からない。低所得の子供には何か措置がありますと言われますけれども、実際に低所得

の子供さんがじゃあ手挙げして、パスポート取ったり、行く準備したり、本当にできる

んでしょうかとか思ったりしますので、せっかくの企画ですけれども、もう少し子供た

ちに、帰ってきてからもですけども、何ていいますかしら、英才教育的な雰囲気になっ

てもらったら困るなと思うところなんですけど。せっかくだったら、そこまで力を入れ

るんでしたら、最後の問題になりますけど、特色ある学校で、中山の小中連携とかで、

そこの生かすとかね、とことん。そうじゃないと不公平感のほうが残るような気するん

ですけど、いかがですか、今の段階では。町長、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、夏休みの海外の短期留学、あるいはテメキュラとの交流のプログラムの自己負

担ですが、これはハワイであってもテメキュラであっても、ハワイの場合は学校に行く

のでその分費用は少し増えますが、海外に行くという意味ではどちらとも大きな金額が

かかります。テメキュラの自己負担のほうが安くなってます。ハワイの留学に関しても、

テメキュラの留学に関しましても、世帯の所得が高くない場合においては、一定の基準

に基づいて、その費用が半額になったりとかいうことで対応しておりますし、ハワイの

留学に関しては、英語の学習意欲という面で、英検３級以上を取得していたらさらに自

己負担額を下げるといったような工夫もしているところです。

こういった海外への派遣プログラムを無料でやっている自治体もありますので、また

議会のほうから自己負担は取らなくてもいいんじゃないかというようなことで話がまと

まれば、そういうことも検討していきたいというふうに思っております。

また、そういう手挙げをしなくても英語が学べる環境づくりができないかというとこ

ろですが、これは、今、吉原議員が例示をされましたＡＬＴの各校配置やオンライン英

会話、それから英語の短期留学プログラム以外に、大山町で今研究を進めて昨年度から

部分的に実証もしておりますが、イマージョン教育ということで、英語で国語、道徳以

外の授業をやるということで、様々検討を進めているところでございます。これは全部

の学校、全部のクラスをそうするかといえば、それを希望しない家庭、子供もあると思

いますので、どういうふうに導入していくのかというところも慎重に検討はしていかな

いといけないと思いますが、これが実現すれば、希望する小学生、中学校でできるかち

ょっと分かりませんが、まずは小学校では実現可能性があるのかなと思っていますけれ

ども、国語、道徳以外の授業を英語で行う。一日のほとんどの時間、英語に触れる機会

をつくっていく。それによって、子供の義務教育を受ける上での追加的な家庭での費用

負担等もなく、希望する子供であれば英語を学べる環境づくりというものができるとい

うふうに思っていますし、そのために昨年度、先進事例であります愛知県の小学校を教

育委員会あるいはＡＬＴの先生等でも見に行ってきて、昨年度末は一部の小学校で、私
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も１つ見に行きましたけれども、例えば音楽の授業を英語でやっているというような取

組がされてきたところです。

今年度もまたイマージョン教育に向けた取組の検討、検証を進めながら、なるべく早

く英語に触れる機会、環境がつくれるように、吉原議員が言われるみたいに希望したい

けどできない、それは費用負担の面であったりとか、様々な事情があって、希望したい

けどなかなか英語に触れる環境に身を置けないというような子供たち、あるいは家庭が

なくなるように、大山町として引き続き英語教育の推進をしていきたいと思っています。

お金がかかるという話がありました。英語の特に留学プログラムを新しく始めたらお

金がかかるんじゃないかという話がありましたが、大山町におきましては、こういった

財源をふるさと納税で集めているところでございます。特に、今ですと、英語教育の充

実に向けた施策に活用という選択肢を設けながら、そこに寄附者の意向として、大山町

の英語教育を充実させるための財源を、今、確保するために取組を進めているところで

ありますので、英語教育を応援してくださる方の寄附によってそういったプログラムの

財源は賄っていこうというふうに考えております。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） それぞれ考え方がありますので、これ以上は追及しませ

んけれども、ただ、ハワイに行かれたのも私たち知らなかったんですけど、そこで協定

書も結ばれたみたいで、その中身も存じ上げてないような気がしますが、取りあえず特

色ある学校にするんですと、特色ある大山町という、特色ある学校という、バカロレア

とかありますけれども、そういうところで中山のほうを研究してみるとかされるならま

だ将来につながりますから。やっぱりいろんな興味がある子供がいるわけですから。

英検３級と言われますけども、とにかく中学校で英語をあれだけしゃべろうと思った

ら、結構塾に通ってたり、やはりその子供さんも限られているわけですよ。幼児教育の

ときから、ただ保育園にＡＬＴが来るだけで英語はなかなかしゃべれません、中学校で。

だんだんレベルが上がって、テメキュラも英語がしゃべれる子で、以前はしゃべれなく

てもコミュニケーション能力があったら選ばれたりしてたわけですが、ですので、子供

についてはなるべく機会を与えてあげるようにしてほしいと思うところですので、今の

アメリカも、お金をせっかくかけて行くわけですから、どちらも、やはりきちんと子供

が興味が持てるような後の措置もお願いしたいと思います。逆にぎゃふんと、もう英語

できんわって逆効果にならんようにしてほしいと思うわけです。自分たちは行かれんか

ったけん、とてもじゃないけど、英語漬けじゃないと無理だわって逆に思われてもいけ

ないと思うわけですね。結局、短期留学も帰ってからが、英語に触れないわけですが。

日頃は日本語でしょう。ですから本当どこまで効果がというのは疑問ではあるわけです。

やはり町長ぐらいの短期留学ではなくって留学、１年２年、それが本当だと思うんです

ね。なのでその辺もちょっと気になるところですけれども、次に行きたいと思います。
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次に、教育の質の向上のための教員への配慮というところですけど、私の真意は、今、

本当に働き方改革とか言われてますけど、教員はなかなかそういうわけにいかない。た

だ賃金を上げればいいという状況じゃないというのは新聞各紙が報道しております。物

すごく多忙なんですよね。多忙過ぎるぐらい。多分現役の先生方ばっかしですから。書

類に追われたりね。生徒に向き合うことができないからいろんな問題が起こったりする

と思っております。

それで、これではちょっと本当に配慮が行き届くのかなと思うところでありまして、

今の先生って本当に多忙過ぎて、現役の先生が新聞に投書したりしておられますけれど

も、賃金だけの問題ではないと言っておられますよね。今、単一的に上げますけど、じ

ゃあ働き放題になってしまうんじゃないか、逆に、そういうこともあります。

私が今、情報の中で、奈良県の天理市ですけれども、先生の働く中で一番大変なのは

保護者からのクレームとか、そういうことが案外大変で、勉強以外のこと、教える以外

のことなので、天理市は学校外にそういう苦情受付の窓口をつくったそうです。実際に

４月からやっておられるそうです。随分その辺で肩の荷が下りるんでないかなと思って。

教育委員会も結構先生のＯＢとか、一生懸命やっておられます。下地はあるかも分から

ないですし、画期的なんですけど、すごく効果があるようでありますので、それを考え

てみられたらと思って提言するわけです。研究してみられませんか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 吉原議員のおっしゃるとおり、教員が何が負担感が多いのか

というアンケート結果を見ますと、やはり保護者対応であるとか、また、いろいろな報

告物、事務仕事が多いとか、あとそういった業務量が多い、あとそういった対応が大変

だという意見をよく聞きます。

今の天理市の事例については、今後、参考にさせていただきたいと思っております。

以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） すみません。今の質問の答弁じゃないんですが、その前の答弁

で１つお話しするのを漏らしておりましたが、ハワイの新しく行うプログラムに関して、

記者会見の資料で見てよく分かったというお話がありましたが、これは、記者会見に出

している資料は、議会の全員協議会や議案の説明のときに使っているものと全く同じも

のを出しておりまして、議会のほうにも全く同じ説明、あるいは記者会見よりも詳しい

説明を全員協議会ではさせていただいているところでございます。

また、協定の話も聞いてないというお話がありましたけれども、これはハワイの現地

校に伺って協定を結んでプログラムをつくっていくという話で、補正予算も相談をさせ

ていただいて、議決いただきましたが、その際の説明の際にも協定等を結んで進めてい
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くということでお話をさせていただいておりますので、また御確認をいただければとい

うふうに思います。

○議員（１３番 吉原美智恵君） はい。

今、町長が補足したということでしたけど、協定の中身とか、見たかったなと思うと

ころです。どういう協定になっているのかっていうことですけれども。それについては、

もう今質問は終わりましたので、承りましたけど、イメージありますか、皆さん。とい

うことで、もう少し私のほうも留学のプログラムとか、詳しくまた教育民生で研究して

もらいたいと思います。効果があるように願っております。

今の天理市の件です。その辺で、なるべく早く対処されたがいいと思います。よい事

例みたいですので。

最後に、小・中学校の在り方の検討を始めてくださいって私何回か、小谷議員も言わ

れました、特色ある学校ということで。私もそう思うんですね。中山は特に人口も減っ

てますので、バカロレアまでとは言いませんけれども、芸術も盛んです。音楽の先生た

くさんおられて。音楽と英語か分かりません。英語以外にフランス語があるか分かりま

せん。そういう特色ある学校をつくられて、よそからでも、保護者って、今、ワークも

違ってきましたし、働き方も、ですので案外子供のためには学校の近くに住んだりしま

すので、やはり早く始めてほしいとこれも思います。

今、米子で美保地区が統合に向けて小中の義務教育学校かな、発足してるんです。こ

れ２０２８年にする予定を今始めたとこなんです。やっぱり四、五年はかかると思うん

です。まだ何にもここは決まってない。義務教育学校をするのかどうかも決まってない

からまだ余計かかります。かなり年数を追っていってきちんといいものができるわけで、

やはりその辺は、教育長の持論は、少なくてもいい教育をするんだというような持論は

分かっておりますけれども、やはり特色ある学校を考えて、全部にいいという、中山に

とってもいい、中山だけ言ってもいけませんけど、いずれは名和も大山もどうなるか分

かりません。耐震して、空調して、どれだけ学校の予算、使っていいですよ。ただ、や

っぱりきちんと考えていかなければいけないと思うわけです。子供の環境にとって何が

一番いいのか。本当に分校状態がいいのかというところで、教育総合会議を機能しても

らって、私が出た限り、教育総合会議は結構、情報共有と、町長からこんなことがあり

ますとかって聞いたり、まだまだ統合についてとか、教育についてとか、教育問題につ

いて話し合ったというのは、私が知ってる限りですよ。この頃出れてませんから。そう

いう記憶があるので、実質的にきちんと話を進めていただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

吉原議員のおっしゃるとおり、４年後、５年後、先を見据えて教育というものは計画

－９０－



し、実行していかないといけないというふうに考えております。

学校のほうでは、やはりそれぞれ特色がある学校運営をしております。自然教育に特

化した学校であったりとか、今後、英語教育に特化した学校という方向性はこれからあ

るというふうに思っております。保育所も、施設の老朽化ということがある保育所もあ

りますので、そういったところの保小の連携を強くするですとか、そういったそれぞれ

魅力のある学校を進めていくことによって、他町からここの学校で勉強してみたいなと

いうような子供たちが来ることを考えながら進めていきたいと思っております。

今回の答弁にもお示ししましたが、今後、そういった総合教育会議で具体的に進めて

いこうと思っております。当然、今、私が申し上げたことは、教育委員会内部では検討

をもう既に進めているところでありますので、今後、議員のおっしゃったとおりの方向

性は見据えながら行ってまいりたいと思っております。以上です。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 最後に、関係があるんですけど、教育に、学校教育に関

係あることですけれども、この間、中学生議会がありました。英語を身近に感じるため

にはとか、あとは、中学生が近場で楽しい体験ができる場所ということで、機会が欲し

いということで、友好館を使いたいとかありました。交流の場も欲しいと。月に１回、

友好館を使いたいとかね。ですので、子供だけでは難しいって町長、教育長、答弁して

おられましたけれども、これを英語キャンプとかに使ったり、英語だけに特化するとま

た苦手な子はどうなのか、そういうやはり中学生が一堂に集まりたいってすごくありま

したよね。それって結局、中山中学校のよく問題で、小さい人数でやってたら、米子の

学校に、高校に通った途端に何かちょっとショックを受けるみたいな、カルチャーショ

ックみたいなのがあったとか聞いてますし、すごく子供たちが交流したいと、大山、中

山、ほかの中学生と、それをすごく訴えてたのが気になりまして、それとこの短期プロ

グラムではありませんが、大山町版英語短期プログラムもいけるんじゃないかと思うわ

けです。そういうことを企画してもらって、子供たちが納得できるような、そういう仕

組みをつくってもらいたいと思うわけです。やはり子供は英語を身近に感じるためにし

たいけども、費用として、しつこいですけど、２０万円は高過ぎて、子供議会でも言っ

ておられます。やっぱり子供の感覚からしても保護者に言いにくいでしょうし。そうい

う子供はそういう子供で、またそういう特色ある大山町で、町長の思いもあり、やって

いけばいいと思いますけど、やはりどの子にも機会均等にそういう、体育か分かりませ

ん。音楽も結構、ブラスバンドも３校全体でやると違うと思いますし、そういう３校が

集まってできるプログラム、自分が思うところに行ける。先生と組んで、理科の、大山

の散策もいいかも分かりません。そういうプログラムをつくってもらって、一堂に会し

て短期プログラムというのがいいんじゃないかと思うんですけど、いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

－９１－



○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

議員のおっしゃられたＡＬＴを活用した英語のキャンプということにつきましては、

昨年度は小学校は１日の日帰り、中学校は１泊２日で大山の青年の家で行いました。私

も実際に参加しまして交流を見ましたら、本当にいい交流だったので、今年度は小学生

は１泊２日、そして中学校は２泊３日で夏休み、大山青年の家で行います。ＡＬＴもた

くさん集まってきて、一緒に英語漬けのプログラムをやります。ただ、これはもう夏休

み限定ですので、やはり議員のおっしゃるとおり、ずっと続いて英語に触れ合う機会と

いうことでありましたら、例えば以前、コロナ前に行っておりました英語村という取組

がありました。議員にも参加していただいて、子供から大人まで、それぞれに応じた英

語村というのがありました。そのことでさらに参加者を増やすことができると思ってお

ります。議員のおっしゃるとおり、特定の子供、生徒だけではなく、広くみんなが英語

に親しむ場面というのはいろいろな方向を考えながら実施していくべきだなというふう

に考えますので、そういったことも含めまして、今後検討させていただきます。ありが

とうございました。

○議員（１３番 吉原美智恵君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで吉原美智恵議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１１時１０分とします。

午前１０時５９分休憩

午前１１時１０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、３番、豊哲也議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ３番、豊哲也です。通告に従いまして、２問質問させて

いただきます。

１問目が、オーガニックビレッジ宣言、オーガニック給食について、こちらは、ちょ

うど２年前、２０２２年の６月、この定例会で一般質問させていただきました。その当

時、みどりの食料システム戦略が始まりまして、その直後に御提案させていただきまし

た。

その後、農業の将来を憂いて、日南町さんでは、収益化し継続的な農業が営めるよう

に、行政発信ですね、行政主体で有機栽培などの振興のため、オーガニックビレッジ宣

言を今年、令和６年４月に行いまして、新聞報道があり、注目を集めております。私も

実際、日南町さんに足を運びまして、視察をさせていただきました。お話を伺いました。

すばらしい取組だと思いまして、今回の定例会の後、７月４日には日南町さんに来てい

ただいて、我々常任委員会、総務経済常任委員会と農林水産課で聞き取りをさせていた
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だきたいなと思っております。

委員会や一般質問でも再三取り上げさせていただいてました。このオーガニックビレ

ッジ宣言、特に日南町さんでも問題視されている今後の農業の継続、実際に有機ＪＡＳ

の認定が取れたお米だと、日南町さんでは３倍で売れるのではという、そういう試算を

出しております。また、オーガニック、有機栽培であるとか無農薬栽培、そういったも

のっていうのは、今、市民権がないというところ、そこで皆さんが導入しやすい。また、

日南町さんでは、今、取り組まれて、実際にそういう取組をされている方々が、そうい

うネットワークができてきてると、そういったところが非常に大きいメリットかなと思

っております。

そうした中で、オーガニックビレッジ宣言とオーガニック給食に関しては、５問質問

させていただきます。

１つ目、農作物に関して、六次化や付加価値を生むマーケティングなど、恵みの里公

社などと連携して支援を行っていくとのことだったが、進捗はどうか。

２問目、付加価値をつける上でも国の進めるオーガニックビレッジ宣言は非常に有効

だと思われるが、日南町の例も踏まえ、本町の現在の取組は。また、本町にとってのメ

リットはどのようなことがあると捉えているか。

３点目、既に有機農法等を取り組まれている事業者が多い本町において、オーガニッ

クビレッジ宣言は日南町さんと比べましても導入しやすい状況にあると思われますが、

本町の検討状況はいかがでしょうか。

４点目、食の安全にも注目が集まる昨今、学校給食に対して保護者の方からはどのよ

うな要望が上がり、今現在どこまで実現できていますでしょうか。

５点目、日南町でも今年、令和６年秋から、こちらは有機米１００％という形でオー

ガニック給食を開始する予定だそうですが、大変いい取組だと思っております。本町で

も取り入れていく予定はないでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 豊議員の一般質問にお答えをします。

オーガニックビレッジ宣言、オーガニック給食についてということで質問をいただい

ております。

まず、１点目のオーガニックの取組に関しての進捗はどうかというお尋ねですけれど

も、今後、大山町で有機農業の取組に向けたグループ化等を行っていきたいというふう

に考えておりますが、その中で、大山恵みの里公社との連携を図っていきたい、これは

以前にもお答えしたとおりですけれども、と考えております。現状としましては、まだ

その段階に至っていないところでございます。

２点目のオーガニックビレッジ宣言に関する御質問ですけれども、日南町におきます

有機農業実施計画において、事業推進組織として農業再生協議会が事務局を担っており
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まして、大山町でも実施する際には参考にしたいというふうに考えております。

また、地域資源を生かした有機質肥料の活用や土壌改良への展開については、大山町

にとってもメリットになるというふうに考えております。

３点目のオーガニックビレッジ宣言に関する御質問で、大山町の検討状況はというお

尋ねですが、昨年度実施をいたしました有機農業に関するアンケート調査では、町内の

農業者からの回答自体が４９件とまだまだ有機農業に対する意識が低いという中で、そ

の中においても有機農業への興味、関心のある方というのは３６件ということでござい

ました。まずは関心のある方に集まってもらって意見交換をする中で、大山町の支援方

針を決めたり、また、関係機関と調整を進めていきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 豊議員の一般質問の４つ目の御質問であります、食の安全に

も注目が集まる昨今、学校給食に対し保護者の方からはどのような要望があり、現在ど

こまで実現できているかの御質問にお答えいたします。

教育委員会や学校給食センターに対して給食に関する要望は、特に現在ではいただい

ておりません。引き続き安心・安全な給食の提供に努めてまいります。

次に、５つ目のオーガニック給食を本町でも取り入れていかないかとの御質問であり

ますが、大山町では現在、有機農業の取組に向けた課題を整理している段階でありまし

て、生産まで至っていないのが現状です。安心・安全なオーガニック食材の安定的な供

給が可能となれば検討していきたいと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） １問目、恵みの里公社さんとマーケティング等、取り組

んでいってほしいと、また、そういった機関が恵みの里公社だということが以前の答弁

でもありまして、委員会でもその後も追及させていただきました。なかなか予算が組め

ないとか、そういった、あちら側の意見とこちら側の意見となかなかかみ合っていない

状態だなと思いますので、ボトルネックを解消して、ぜひ形のあるものにしていただき

たいなと思ってます。

例に挙げさせていただくんですけども、これも日南町さんですが、トマトのジュース

だとか、そうしたものが、一つの商品で１万本売れるようなものができると。そうした

ことは、やはり六次化、付加価値を生む、そうした取組というのがしっかりとなされて

いるからだと思います。

そうしたボトルネックの解消、町長、進めていっていただき、ぜひ、これができてな

いから今できないんですとか、そういう答弁じゃなくて、こうしていきたいですと、し

－９４－



っかりこういうボトルネックを解消してやっていきますという答弁をいただきたいなと

思うんですけども、いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

以前からボトルネックは何かといえば、生産する人が有機農業をやりたいかどうかと

いうところに尽きる。その数が多くないというのが大山町の課題だという話で、そこが

ボトルネックだというお話をさせていただいております。特に農業をされている方がそ

れで生計を立てておられて、それぞれの責任、判断でやっておられるわけですが、有機

農業に取り組んだ上でそれぞれやっておられる農業が確立できるのか、そういうところ

をてんびんにかけながら、それぞれの農家さんが考えておられて、アンケート調査をし

てもあんまり有機農業の関心というのは高くないというのが大山町の現状でありました

ので、まずは生産者の皆さんの意向は大切にしながらやっていきたいと思いますし、無

理にそこを有機農業に切り替えていって農業自体が成り立たなくなるというような状況

を招いてもいけないというふうに考えていますので、作り手、農家、農業をされている

方の意向を大切にしていきたいと思いますし、日南町のように有機農業をやられる方が

たくさんおられる、増えてきているというような状況になれば、大山町としてもオーガ

ニック、有機栽培の作物をどういうふうに販売をしていくのか、六次化していくのかと

いうところに進んでいきたいというふうに考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今の町長の答弁ですが、全く違います。今、世界的にも

有機栽培、オーガニックという食材というのは非常に注目されていますし、今、そう答

弁されたのは、今、農業をされてる方、９⒐４％が慣行栽培です。その方たちにアンケ

ートを取って、３６件しかありませんでしたという形で、じゃあ関心がないんですねと

いう、どういう分析をされているのかと思うんですけども、実際に鳥取県西部でも、こ

れも再三一般質問でもお伝えしてますが、大山町というのは有機栽培されてる方が多く、

わざわざ大山町に買いに来る。また大山町から仕入れている。そうした認識で鳥取県内

ではあります。そうしたことをしっかりと拾い上げて、もちろんこれは全体数からする

と小さいんですが、関心がないわけではないです。それをしっかりとまず認識していた

だきたいなと思います。

また、３問目になりますが、やはり日南町さんにお聞きさせていただいて、非常に大

山町のほうが恵まれている。少し重複しますが、鳥取県の西部でそうした自然栽培、特

別栽培、そうしたものに取り組んでおられる方が、もちろん少数ではあるんですけども、

慣行栽培されてる方に比べれば、ですけども非常にしっかりとされてる方が大山町にお

られる。非常に羨ましいと。日南町さんは有機ＪＡＳをもう認定を取られてる業者さん
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っていない状態からオーガニックビレッジ宣言をされました。これは実証実験も含めて、

おととしの９月頃から取り組まれたそうですけども、１年の実証実験を経て、今年４月、

ようやくそうした宣言をされました。また、ちょうど今日、日南町さんの取組、そうし

た有機栽培のアイガモロボットという形で報道もされていました。私としては、大山町

が鳥取県のリーダーとして、耕作地も非常に多い、田んぼですと１位か２位になる非常

に多い耕作地を持っている大山町がリーダーとしてやっていただきたかったですが、日

南町さんが前を歩いていただく。そうしたことというのは非常にありがたいことかなと

思ってます。日南町さんがされたことをしっかりと学んで、どこがいけなかったのか、

どこがよかったのか、そうしたことをやっていけば、私たちはその後ろを足跡のついた

状態で歩んでいけるんではないかなと思っております。

そうした中で、検討会議などを開いていくということだったんですけども、ちょっと

それをお聞きして、具体的にいつ、どういった検討会議をされるのか、今回、委員会で

もお聞きしたかったんですけども、そうしたことをいただけませんでした。実際に課の

方針のほうで、重点施策としてオーガニックに取り組んでいくっていうのを入れていた

だいたのは非常によかったなと思っているんですけども、そうした具体的な協議、これ

からどうされていくのか、改めてお答えいただけますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

検討会議の様子は担当課長からお答えさせていただきますが、まず、豊議員から全く

間違っているというお話がありましたが、その後にしゃべられた内容、先ほどの私の答

弁と同じことを言われてまして、大山町では農家数も多い。農地面積も多い。その中で、

有機栽培に関心がある人、絶対数は少ないけどというお話ありましたけれども、それは

説明させていただいたとおりだと思ってます。絶対数が少ないからできない。興味、関

心がある方がないとは言っておりません。アンケートをして３６件興味があるというこ

とで説明をさせていただいておりますので、興味がある方がないという話はしておりま

せんし、数としては少ないというお話をさせていただいております。全体の農地面積も

農家の数も少なくて、作物も限られている、そういう状況であれば有機栽培等の展開が

しやすいのかなというふうに思っておりますが、大山町は農地面積が多く、農家も多く、

また、主力の作物が複数にわたるというようなところで展開がしにくいのかなというふ

うに思っています。例えば生産者団体の各生産部会の中で、そういう機運を高めていこ

うということで動きがあれば、当然、町としては協力をして有機栽培等に向かっていき

たいと思っておりますが、そもそも産業として成り立たない状況かどうかというところ

はやっぱり生産者が一番よく分かっていて、その上で判断をされていることだと思いま

すので、それら生産者、作り手の気持ちを最大限尊重しながら、大山町として有機栽培

をやるのかやらないのかという判断になろうかと思います。
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さらには、今、国も、有機栽培のみならず、一次産業、特に農作物等の価格転嫁につ

いて、いろいろ検討、議論されていて、いわゆる農作物は市場価格に委ねられるところ

があって、作った分のコストが価格転嫁されていないというのが課題になってます。こ

のかかっているコスト、作り手は下げる努力するんですけれども、かかっているコスト

が適切に価格に転嫁されるような仕組みづくりということで、今、国も検討を進めてい

ますので、こういったところが確立をすれば、有機栽培で通常よりもコストがかかった

としても、それが価格転嫁をされる、そういう仕組みもできるんだろうなというふうに

思っていますが、これは単町でできる取組ではありませんので、しっかり今後、国にも

要望しながら、国の検討の推移を見守っていきたいというふうに思っております。

そのほか検討会の内容についての詳細、担当からお答えをさせていただきます。

○農林水産課長（桑本 英治君） 議長、農林水産課長。

○議長（米本 隆記君） 桑本農林水産課長。

○農林水産課長（桑本 英治君） お答えいたします。

検討会の開催はということでございましたが、先ほど答弁にもありましたように、ま

ずは関心のある方のグループ化を図っていくと、その中で意見交換を行いまして、支援

方針を決定していくということですが、その決定段階での検討会の開催ということにな

ろうかと思っております。ただ、具体的にいつということはまだ決まっておりません。

以上でございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今回、議会だよりの特集を、農業、６ページ組ませてい

ただいてやろうと思っています。それは、今の特に米作の農家さんがなかなか収益化が

難しい状況の中で、非常に悩んでおられる農家さんもおられる。今、地域計画というの

が進められています。令和６年度中に、今後この土地をどうしていくのかというのを地

図上に落として、皆さんで協議していく。聞こえはいいんですけども、これも一般質問

でもお話しさせていただきました。今、進んでいるものが、農林水産課から見せていた

だきました。１０年後の担い手になり得るだろうというところで、特に中山の地図を見

せていただきましたけども、今、真っ赤な状況です。担い手がほとんどいない。その担

い手になり得るパターンというのは何パターンかあるかと思うんですけども、ある程度

高齢ではなく、大規模化、スマート農業化が進められるということと、ブランド化、付

加価値をつけるとかですね。その中で、やはりこうしたオーガニック化というのは非常

に重要だと思っています。

繰り返しになるんですけども、日南町さんで大山町よりも条件の悪い状態でオーガニ

ックビレッジ宣言をされた。私としては、オーガニックビレッジ宣言は、大山町なら、

いろいろお聞きして、制度的なところ、手続的なところをお聞きして、大山町のほうが

簡単にできるんじゃないかと思っています。オーガニックビレッジ宣言ができない理由
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というのは何なんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、他の自治体を取り上げて、日南町は大山町より条件が悪いというふうに断定を

されるのは、これは失礼な話だと思っていますので、表現等は気をつけていただいたほ

うがいいのかなというふうに思っておりますが、特に大山町としましても、日南町のほ

うが条件がいいんじゃないかなというふうに思っております。それは、先ほど説明をさ

せていただいたとおりでありますが、農家数が多い、農地面積が多い、そして主力の作

物の種類の多い少ない、これによってオーガニックといったとがった取組がやりやすい

かやりにくいかというところで、小回りが利くほうがやりやすいというふうに思ってお

りますので、小回りが利く自治体のほうが動きとしてはできるんじゃないかなというふ

うに思っています。

大山町としては、繰り返しになりますが、今の農家さんへの意識調査等においてもそ

こまで関心の高い農家の割合は高くないですから、これをいかにして関心を高めてもら

うのかという取組はしつつも、やはりそこは生産者側でどういうふうに考えられるかと

いうところが一番ですので、今後も生産者の意向に沿って、大山町として農業政策は進

めていきたいというふうに考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ちょっと答弁がかみ合わなくて残念な感じもするんです

けども、オーガニック、これは選択肢の一つなので、皆さんがそれに向かってください

という話ではないですので、ぜひ取り組んでいただきたいなと思います。

４つ目に行きたいと思います。今、学校給食、保護者の方からどのような要望があっ

て、今現在どこまで実現できてるか。特にそういった要望が上がってきていないという

ことで、私もちょっといろいろ調べさせていただいて、委員会の方からもちょっとお聞

きさせていただきました。非常に高いレベルの学校給食だなと思いました。米食も週に

５日あるうちで４食が米食、パン食が１食ということで、さらに地産地消に関しても、

ほとんどが鳥取県産のものを使っておられて、唯一おしょうゆだけ松江のほうの業者さ

んを使われてるということでしたけども、鳥取県の大豆を使われてるからそこの業者の

を使われてるということで、ほぼ鳥取県のということで、非常にすばらしい取組だなと

思っております。

５番目に移るんですけども、実際にオーガニック給食というのをやっていくこととい

うのが、先ほどのオーガニックビレッジ宣言の出口戦略にもなったりはするんですけど

も、そうした意識を高めるであるとか、そうしたものの違いみたいなものを食育の観点

でも非常に重要かなと思っております。実際に生産者の方がおられれば検討していきた
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いということだったんですけども、具体的に、ちょっと有機米１００％からというのは

難しいかと思うんですけども、どういった形から、段階的に取り組んでいけるのかなと

思うんですけども、どういったことが取り組んでいけそうか、御答弁いただければと思

います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 今の質問に入る前に、答弁がかみ合ってないという御発言が豊

議員からありました。その前の質問は、日南町でオーガニックビレッジ宣言ができて、

何で大山町でできないのか、その理由について答えてくださいというお話でした。理由

については先ほど答えさせていただいたところです。大規模な農業を展開している地域

であるほど小回りな政策ができる自治体に比べて動きが取りにくいという話をさせてい

ただきましたが、どこが答弁がかみ合っていないのか、おっしゃっていただければ、全

て答えていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） オーガニック給食についてお答えいたします。

豊議員のおっしゃるオーガニック食材を食べるということによって、化学物質を摂取

するリスクが少なくなり、また、健康によいというメリットがあります。オーガニック

給食のやり方については様々な手法があると思います。例えば１００％オーガニック食

材で行うものというのもあるんですが、なかなかいきなりそういった１００％食材を取

り入れるというのは難しいかと思いますので、例えば毎日何かの食材がオーガニック食

材が入っている給食ですとか、また、月に１回はオーガニック食材を使うというような

手法があると思います。そのことによって、消費者である子供たち、また保護者への関

心を持っていただくことにつながるかというふうに考えております。以上です。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 先ほどの町長のものは、私、答えさせていただきました

し、反問権はないものと思います。

次の給食に関しても、非常にいい御答弁いただきました。段階的にオーガニック給食

に向かっていただけるということで、本当に月に１回とかでもいいと思います。それで

大山町はオーガニック給食に向かっていますということを言っていただいて、よければ

そうした取組を報道などに伝えていただければまたいいかなと思っております。

では、大きな質問で、２問目に移りたいと思います。本町の観光についてという形で

質問させていただきます。

本町の観光について、１、現在大山寺エリアで進んでいるアウトドアライフ事業につ

いて、公平性は保たれているか、民業圧迫などになっていないか。
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２、海の観光拠点整備事業について、非常に近い位置にある道の駅恵みの里とほぼ同

じような内容の計画になっておりますが、そこに４億円以上投じるのか。以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） まず、豊議員の２問目の質問にお答えする前に、１問目の最後

に豊議員が言及されたことについてお話をさせていただきたいと思いますが、まず、大

山町の議会の会議規則においても議事整理のための反問権は認められているところでご

ざいます。質問がかみ合わないと言われるのであれば、どこがかみ合わないのか、具体

的に言っていただければと思いますし、こちらは豊議員のオーガニックビレッジ宣言が

なぜできないか理由を説明してくださいということに対して丁寧に説明をさせていただ

いたところでございます。そのほか、かみ合っていないところがあれば、具体的に言っ

ていただければと思いますし、かみ合っているということであれば、それはそれで認識

をさせていただきたいというふうに思います。

それでは、２問目の質問にお答えをいたします。

本町の観光についてということで、２点質問をいただいております。

現在大山寺で進んでいるアウトドアライフ関係の事業についてのお尋ねですけれども、

当該施設の運営につきましては、今までも同じ説明をさせていただいておりますが、公

平性を担保するために、使用者選定につきましては、条例等に基づいて公募をしている

ところでございます。公募をした後に外部有識者等を交えた審査会で施設使用許可の可

否が判断されるものと認識をしております。

また、事業実施におきましては、公平、公正を担保するために、地方自治法、大山町

の財務規則、大山町アウトドアライフ促進施設管理条例等に基づき進めているところで

ございます。

次に、２点目の海の観光拠点整備事業についてお尋ねですけれども、今回の事業の検

討開始の背景でありますお魚センターみくりやの老朽化等に関するハード面の課題解決

とアウトドアライフ構想等に掲げる海側の観光振興のソフト面の課題解決の２つの課題

解決を今回の事業地でハード整備を通して双方解決することができないかということで、

検討委員会が設置をされまして、今回の計画が提出をされているところでございます。

最大で４億８００万円という概算計画になっておりますけれども、実施に当たりまし

ては、計画や提言の趣旨を踏まえながら、既存のお魚センターの建て替え等も含めて検

討していきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） まず、１問目ですが、アウトドアライフ促進施設に関し

て、こちらは今までの議会の中でも、まず条例案が否決されて、前回、また同じ形で条
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例案が出まして、７対７という形で、それで最後、議長決裁となった形になっておりま

す。非常に割れた議案かなと思ってます。

その中で、ある業者さんから、今回、議員と語る会が旧大山地区、名和地区、中山地

区でありましたが、その３会場で、同じ業者さんですが、こうこうこういう話がありま

したということがありました。ある会合で町長は、どこだかのブランドが来ますという

ことを明言したという内容でした。ちょっと一応どちらも伏せますけども、それは今の

全議員が聞いてるかと思います。全協でも議長からもお話があって、町長からもお話が

ありました。それがまた食い違っているという形でなっております。そのどこだか来ま

すと、そのブランドが来ますというところを、町長の口からそういうことを一町民の方

に伝えられたと、これは、そのブランドを扱っている何々さんだから、先にお伝えしと

かないといけんかなと思いましたということでお話があったと伺っています。

町長、これが事実であれば、もちろん公平性というのはなかなか担保できていないの

かなと思うんですけども、御答弁いただけますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、先般の全員協議会でも同じ質問を別の議員から受けましたが、こちらとしては、

先方から話を切り出されたという認識でありますので、こちらから話を切り出している

ことはないというふうに認識をしております。そこの相手の記憶、こちらの記憶ありま

すので、言った言わないの話は特に争いませんけれども、基本的にはこちらからは切り

出していないと。その話があったのは昨年の１２月です。今から半年前の１２月のこと

で、当時のやり取りをしたメモの記録も残っております。その話とちょっと食い違うな

というふうには私も感じているところであります。

ただ、一方で、私が記憶し、そしてメモにも残しているところにおいては、事業進出

の意欲がある事業者があるという話を議会の秘密会で議員の皆さんに、これは１年半前

ですけども、お話をさせていただきました。その進出の意欲がある事業者があるという

話を、その後、御来屋かいわいで話している議員がいるということで、役場のほうにも

連絡が入っておりますし、私もそのような話を聞いたところで、すぐにそこは議会事務

局、議長にも報告をさせていただいて、これは秘密会の内容を漏らせばその議員の方は

懲罰の対象になるわけですから、そこは十分に留意をしてくださいという話もそのとき

にしておりますが、それは私が当該事業者と話したという時期よりも半年ほど前の話で

すから、秘密会で事業者の進出意欲があるという話をした。それを御来屋の辺で話して

いる議員がいるということでありましたので、恐らくその周辺の方は話が伝わっていっ

てるんだろうなというような認識であります。

そして、もう一つとしては、行政で行う各種事業におきまして、全ての情報を公開せ

ずに事業を進めていくということは、今回の件のみならず、いろんな事業でございます。
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その際に、情報が公開される前に利害関係者に利害の状況とか、こういう事業があった

らどうなのかという聞き取り、ヒアリング等を行って、利害関係者との調整を行うとい

うことは当然にございます。ですので、その事業者が町長から聞いたと言ったのか、町

長に言ったというのか、そこは特に問題ではないと思っていて、もしも話していたとし

ても、それは利害関係者への聞き取りということで一般的に行われるものであります。

さらに言いますと、議会のほうからは、恐らく今、豊議員が話している事業者とは別

のアウトドアブランドの事業者に対して話をしているのかという確認の質問を受けたと

ころでありますので、恐らく議会の認識としても、利害関係者には情報が行ってしかる

べきという認識があるものというふうに思っております。

ただ、昨年、半年前の１２月に当該事業者に対して話をするというのは、時系列から

するとすごく不自然だなと思っていて、もしも利害関係者にこちらから当たるとすれば、

議会の秘密会で話をした１年半前の時点で利害関係者にこういう話があるけど事業の影

響がどうかとかいう聞き取りはするんだと思いますが、議会に対して秘密会で説明をし

た、さらにそこから１年たったときにこちらから利害関係者に聞き取りをするというの

は、通常、客観的な事実からするととても不自然ではないかなというふうに思っており

ますので、当時のやり取りのメモが私としては正しいというふうに思っているところで

ございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ちょっと話がそれるんですけど、まず、秘密会のことを

本会議場であったということを言ってもいいんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

秘密会の内容をしゃべってはいけないのは誰なのか、これは会議規則等でもよく確認

をしていただきたいと思いますが、秘密会の内容をしゃべってはいけないのは議会、各

議員であり、また、同席している事務局職員であります。執行部は秘密を話す側ですの

で、どこの情報をどこまで秘密にするのか、そしてどのタイミングでどの情報を秘密と

しないのかというのは、全てこちらの裁量であるというふうに考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） また食い違っているんですけども、秘密会があったこと

を今、本会議場で言ってもいいのかとお聞きしました。内容をではないです。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 秘密会があったかどうかという事実に関しては、それはもう周
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知の事実だというふうに思っております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） これ、後で調べさせていただければと思います。私は、

それ自体は言ってはいけないものかと思いまして控えておりましたが。

先ほど長々とちょっとお話がありましたが、その方、実際に議員と語る会があった後、

重要なことなので、もう一度、私、そちらの事業者さんのほうに伺って、話をいろいろ

お聞きしました。町長、どこの会場でどれぐらいの時間に話されたか覚えておられます

か。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

言ったか言わないかというところが大事なのではなくて、言っていたとしても、それ

は利害関係者への調整であって、何ら問題はないというふうに思っておりますが、こち

らからは話をしていないというところでございます。これを秘密会で話を聞いた議員の

誰かがされたということであれば、これは秘密会の規則にのっとって考えますと、それ

は適切なことではないというふうに思っておりますが、執行機関と議会は違いますので、

それは利害関係者に対して執行していく上で必要があれば聞き取りは行います。今回の

件に関しては、特に議会に対して説明をさせていただいた。そのさらに１年後に利害関

係者に当たるということは通常考えてもないことだと思っていますので、そういった事

実ではないのかなというふうに思っているところでございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ちゃんと私の質問したことに答えていただきたいんです

けども、どこの会場でどれぐらいの時間にお話があったのか、答弁いただけますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

前回、ほかの議員さんから質問があったときには、秋か、それとも寒くなる前だった

ので夏かという話ししましたが、記録確認しましたら、１２月の商工会との行政懇談会

であったということでございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） なので、どこの会場だったか、どれぐらいの時間だった

かと聞いてるので、それを答えていただきたいんですけども、その懇談会の後の二次会

になるのか、松涛園で宴もたけなわになった頃に町長からお話があったというお話でし
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た。

ちょっと言った言わないになるんですけども、実際にその方は町長から話があって、

それってどういうことなんだろうと、そのときは分からなかったそうなんです。ある特

定の固有名詞を出されて、ここが来ますと言われて、小売店のことなのか、そうしたも

のが来るのか分からなかったので、実際にそうしたブランドというのは商権があります。

鳥取県内だったら何店舗しか置かない。実際にその何店舗に認定された方っていうのは

非常に厳しい条件の中でそのブランドをブランディングしていくんです。何年もかけて

お客さんを育てていくんです。なのでその方はすぐに代理店に連絡されたそうです。そ

したら、そのメーカーの方の代理店の方は、そうした話は聞いてないと、メーカーが直

で何かするのか、ちょっと分からないというような話だったそうです。

そういったこともありますし、その方から町長に話をしたのではなくて、明らかに町

長から話があったんです。そうしたことを何かごまかすようなことはやめていただきた

いなと思うんですけども、また、商権を今回の件も非常にないがしろにしてるなと思っ

てます。先ほどはまず公平性というところがありました。民業圧迫についてもお聞きし

てますが、実際にその方はそのブランドに関して何年も、何十年も、実際に大阪とか東

京に足を運んで実際のものを見て、数十万円、数百万円かけて仕入れて、それが売り残

れば非常に多大な被害が起こるわけです。そうした状況の中で、小売店がじゃあもう１

個、大山町に入ってくるっていう形になれば、非常にその方にとっては不利になるわけ

です。もしかしたらその方のなりわい、生計が成り立たなくなるかもしれないというぐ

らいまでの大きなことです。ですからそうしたことはメーカーからも代理店からも非常

に丁寧に説明があってから進出の話があるものなんです。それが今回は飲み会の席で思

いついたかのように話があったと、そのことに非常に憤慨されてました。なのでわざわ

ざ３会場にわたって全ての議員に話ができるようにということで足を運ばれていました。

町長、この状況を、実際、町長がどう答弁されようが、どういうお話をされてようが、

結果としてその方は町長の言われたこと、されたこと、今の状況に憤慨されておられま

す。その状況をどう思われてますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、言った言わない、どちらも証拠がないので争いませんけれども、そういうふう

に先方が言われるのだったら、それはそれで受け止めてもいいかなというふうに思いま

すが、いずれにしても、利害関係者に対して話をする場面があれば、そういう場では一

般的に言わないと思いますし、私も何かの意見交換会等があっても、必ず仕事に関係す

ることがあればその場でメモをするかスマホにメモをするということでやっております

ので、その記録と照らし合わせても何か違うんではないかなというふうには思っている

ところです。
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ただ、言われた話の内容としては、そういう進出の意欲がある事業者があるという話

があったときに、否定をしたけども、御来屋の辺りでしゃべっている議員がいるという

ふうに話をされたことを覚えておりますので、その前後関係からすると、どちらにして

も知っておられたのかなというふうに思います。

その当該事業者さん、具体の名前言われませんが、恐らくその方だなというのは分か

りますけれども、その話をしたときも特に何か怒っておられる様子もなかったですし、

その後も大山町の様々な取組、活動の中でお会いする、お話をする場面、何度もありま

した。そのときにも具体的に何かそれについて言及をされている、怒っておられるとい

うことはなく、この間、４月の条例が可決された以降に一応直接話を聞いた際にはとて

も怒っておられたというふうに記憶をしております。

そういうふうに事業者の皆さんとか町民の皆さんの中で、いろんな行政としての事業

をしていく上で、それはけしからんというふうに言われる方もあろうかと思います。１

人でも反対があったら何もできないとするとほぼ全ての事業できませんので、そこは丁

寧に対応しながらも、町民全体の利益になることは進めていかなければならないという

ふうに思っておりますし、当然そこは感情の問題であって、法律的に何か問題があると

いうようなところでもありませんし、取組としましても、議会の議決を得ながら公平、

公正に進めてきているところでありますので、今後もコンプライアンスをしっかり遵守

をしながら事業を進めていきたいというふうに思っております。

○議長（米本 隆記君） 間もなく１２時になりますけども、豊議員の一般質問が終わる

まで継続しますので、そのように御承知ください。

豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 町長、全く分かってないんですよ。小売店というか、そ

ういったものを。私、ある通販サイトでコンサルタントをやらせていただいて、小売業、

卸売業、メーカー、その立場であるとか、商権であるとか、そういったものって非常に

勉強してきました。竹口町長、本当に商売のこと分かってないなと思いました、今の答

弁で。多分見ておられるその方もそう思われたと思いますし、実際に商権というのは非

常に重要なんですよ。それを先ほどみたいに一部の方のために一つの事業ができなくな

るから、それでやめるわけにいかないんです。そういう問題じゃないんですよ。もし私

だったら、私が町長だったら、町長の立場だったら、そういう話があったら、もし何社

かあって、そしたら何社か分、皆さんに挨拶に行きますよ。直じゃなくても誰か職員の

方が行っていただくなり、本当にそれ御理解得て、それからスタートできるものだと思

いますよ。そういうところを全然分かってないと思いますよ。私は本当にそういうマー

ケティングの場にいましたので、分からないのも当然かなと思いますけども、今のお話

聞かれて十分な対応できてたと思われますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えします。

十分な対応ができていたかというところですが、十分な対応をしてきて今まで進めて

きているところであります。豊議員だったら事前に関係業者のところに挨拶に回ります

よという話がありました。現状でアウトドアライフ事業促進の施設を利用する事業者、

決まっていない状況において、関係する事業者に挨拶に行くというのは、これは今まで

の豊議員の事業者が決まってるんじゃないかという話と矛盾するお話なんじゃないかな

というふうに思ってます。事業者が正式に決定をして、そのほかの関係する先に対して

話をする、説明をするというのは、事業者決定以降にはその詳細説明等はあるというふ

うに認識をしておりますけれども、現段階ではどこの事業者が来るのか決まっておりま

せんので、そういった説明を詳細にしていく、中身の説明をしていくという話は現状で

はできないのかなというふうに思ってます。できる話としては、事業者が進出の意欲が

あるようですと、そういう話しかできないものと思います。

その上で、町長は全然分かってないと、商売のことは分かってないというお話でした

が、豊議員もコンサルティングというところで、実際の商売されたことがないのかと思

いますけれども、それぞれの商売に対して、商習慣、これはあります。商習慣というの

は、法律や規則で決まっているわけではないですけれども、それぞれ取引をする上でそ

の業界の業者が不文律として守っているものというのは各業界にあると思っています。

それは今回の場合でいえば製造と小売の関係、その間に卸が入る場合もありますけれど

も、その関係の話でありますが、特に法律で決められてない以上、実際、事業、ビジネ

スというのはある程度競争の上において成り立つものでありますので、どこか一部のと

ころを保護するような正当な競争がゆがめられるようなことというのはなかなかしにく

いのかなというふうに思っております。

今回のアウトドアブランドの事業者の進出に関しましても、相当大山寺エリアでは高

い家賃設定をして行っておりますので、そこで競争が不当にゆがめられているというこ

とはないと思いますが、もしもそういうことがあれば、しっかり今後進めていく上で対

応もしていきたいというふうに思っております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 本当に話がかみ合わないですし、ちょっとその分長くな

っていて、延長を求めたいぐらいですけども、まず、決まっている状態で話すのが、入

るかもしれない、特定の業者を言う言わないもありますし、バランスがあるので、全く

そういうことを無視して、もう先ほど矛盾してるじゃないですかって、本当に話が分か

っていただきたいです。

この話をしててもしようがないので、次、最後、話させていただきますが、海の拠点

整備事業です。こちら、実際に最大で４億８００万円という概算計画になっているが、

実施に当たっては、計画や提言の趣旨を踏まえながら、既存のお魚センターの建て替え
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等も含めて検討していくという答弁をいただきました。

今、各課に聞き取りをしております。これは、総務経済常任委員会からも抜本的な見

直しをという決議案を出させていただいて、議会を通じて行政側に提言をさせていただ

きました。実際に基本計画ができた後、新聞報道にもその後で方針を述べさせていただ

きますと、そういうことでインタビューを受けておられます。ですが実際に基本計画を

受けられて後、何度も私は伝えてますけども、方針出されてません。実際に先日の聞き

取りでしたら、源光課長に、商工観光課ですね、聞き取りをしましたところ、既存のお

魚センターの建て替え等も含めていくということを施政方針でも書かれているので、う

ちの課ではないんではないかというようなことを言われました。実際に今度、農林水産

課の担当にお聞きしましたら、うちなんですかねみたいなことを言われてまして、前の

観光課の西尾課長も源光課長と同じようなことを言われてました。所信表明で何か町長

の空気を感じて事業がされてるんですか。行政でちゃんとすり合わせて、どうしていく

のか、早めに方針を立ててやっていくものなんじゃないんですか。こうしたことで、全

般的に今の竹口町政、ですから結局、今のお魚センターの話ありましたけども、検討会

６回やって、ただやっただけで、結局お魚センターの建て替えになったと。非常に検討

委員会の方も憤慨しておられると思いますが、町長、お考えいかがですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、海の観光拠点整備事業に移る前のアウトドアライフ促進施設の関係の御発言で、

いつまでもこの件について話してても仕方がないのでという話がありましたが、これは

もうどんどんじっくりやってもらったらいいかなと思ってます。質問していただければ

いただけるほど、いかにこちらが公平、公正にやっているかというところが明らかにな

るというふうに思っておりますし、今日の答弁においてもそこが明らかになってきてい

るというふうに思いますので、また疑問点があれば、いつまで話してても仕方がないと

いうことではなく、どんどん聞いていただけたらいいかなというふうに思っております。

それから、海の観光拠点につきましては、各課長に聞き取りをしたらそうだったとい

うことですが、内情としては、今、各課横断的にこの海の観光拠点整備を進めるべく、

商工観光課と農林水産課が両方入る形で協議を進めております。表面的な話でいうと、

施政方針に書いてあるからこうなんじゃないですか、それは非常に簡単に説明をするた

めに出た話かなと思いますが、内情としては、そういった施政方針に合わせて、内部で

どういうふうに協議を進めていけばより効果的な事業になるのかというところをかなり

じっくりやっております。そのミーティングに向かう際にも、その進捗管理をしている

管理職がしっかり町の方針を認識をした上で、各事業の調整であったり検討を進めてい

るところであります。

現状としましては、すぐに簡単に方針が出るものではありませんので、引き続き協議
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を進めることによりまして、今年度中、早いうちに整備方針等は明らかにしていきたい

と思っておりますし、その際にはしっかり説明もしていきたいというふうに思っており

ます。

○議員（３番 豊 哲也君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで豊哲也議員の一般質問は終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１時１０分とします。

午後０時１０分休憩

午後１時１０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

午前中に引き続き一般質問を行います。

次、２番、西本憲人議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） ２番、西本憲人です。本日は２問、子供と高齢者の質問

をさせていただきます。私の今の年代が４３歳ということで、昔でいう人生８０年とい

う時代だとちょうど真ん中ぐらいの年になります。子育て世代であり、親や祖母、祖父

の意見がどちらも聞ける世代ではないかなというふうに思っています。こちらの２問を

取り上げて質問していきたいと思います。

それでは、通告に従い質問をしていきます。

まず、子供たちの健康状態や運動能力を聞かせていただきます。大山町の子供たちの

健康状態、運動能力を把握して、データから課題点、解決方法を一般質問を通して一緒

に考えていければと思い質問いたします。

１、子供たちの健康課題をどう捉えているか。これは小学校、中学校別に課題として

いることがあれば教えてください。または必要に応じて各学校別、クラス別に課題があ

れば教えてください。

２つ目、子供たちの日々の過ごし方をどう捉えていますか。小学校、中学校別に課題

としていることを教えてください。または必要に応じて各学校別、クラス別に課題があ

れば教えてください。

３つ目、健康課題、日々の過ごし方について、課題をどう解決していくべきか、家庭、

学校、地域、行政とそれぞれの立場でできる解決方法を教えてください。

こちらは町長部局、教育長部局、どちらにも質問させていただきましたので、お願い

いたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。
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○教育長（鷲見 寛幸君） 西本議員の子供たちの健康状態や運動能力はという一般質問

にお答えいたします。

１つ目の子供たちの健康課題をどう捉えているのかとの御質問でありますが、各学校

の保健委員会で、学年ごとに身長、体重、視力の状況、歯の状況など、児童生徒の健康

状態について検証をして、保護者の皆様にお知らせをしております。

現在、一番懸念していることは、小学校児童、中学校生徒の視力の低下であります。

ＧＩＧＡスクール構想で学校でもタブレットを使用する機会が増えておりますし、学校

だけではなく、情報機器の普及により、家庭でもメディアに触れる機会が増えており、

使用するときの環境や姿勢など、目の健康に着目した指導を行っていく必要があると感

じております。各校では保小中連携して、中学校のテスト期間にノーメディアデーを設

け、取り組んでおります。

２つ目の子供たちの日々の過ごし方をどう捉えているのかとの御質問でありますが、

小学校の児童では、学年が上がるにつれ、就寝時刻が遅くなっていく傾向があり、また、

スマートフォンの保有率は低いものの、メールやＳＮＳをする児童が増えてきておりま

す。中学校の生徒になると、スマートフォン等の保有率が急激に上がり、視力の低下だ

けではなく、慢性的な睡眠不足、またＳＮＳの犯罪に巻き込まれるケースもありますの

で、学校、生徒たちではなく、保護者も加わった各家庭での日々の過ごし方のルール設

定が重要になってくると考えておりますし、各校でも指導を行っています。

３つ目の健康課題、日々の過ごし方について、課題を解決するにはどうしていくべき

か、家庭、学校、地域、行政とそれぞれの立場でできる解決方法を答えてほしいという

御質問であります。教育委員会からは、学校における健康課題の解決方法についてお答

えいたします。

児童生徒の心身の健康状態は、僅かな生活環境や社会環境の変化などにより大きく影

響を受けて、学校生活においては、生活習慣の乱れ、集中力の低下、問題行動等に影響

を及ぼす健康問題に発展していくことが懸念されます。

学校におきましても、児童生徒の健康問題を早期に発見、対応するために、広い視野

を持ちながら、日常的に子供たちの健康状態を観察し、機会を逃さず問題に気づき、対

応しながら、学校生活によりよく適応していけるように支援していきたいと考えており

ます。また、児童生徒にも自己の健康に興味、関心を持たせ、自己管理能力の育成を図

る教育も進めていきたいと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 西本議員の一般質問、子供たちの健康状態や運動能力はについ

て、私からは３点目についてお答えをさせていただきます。

子供の健康課題といたしましては、一般的には運動不足によります体力や運動能力の
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低下、また、食の乱れによります肥満や痩せ傾向の増加、口腔衛生の問題や心の健康の

問題など、生活習慣の変化による様々な課題があると認識をしております。

子供の健康の課題解決の取組としましては、毎年全ての中学校に保健師、栄養士が出

向いて生活習慣病予防に関する健康教育を実施しております。また、毎年、各地区児童

館で夏休みに保健師等が出向いて健康教育を実施しているところでございます。引き続

き、子供の健康課題の解決に向けて、学校や関係機関と連携して取組を進めていきたい

と考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 御答弁いただきました。

この一般質問の１回目のやり取りは私が事前に通告を出して、こういったことを聞き

たいので答えを用意しておいてくださいと、それに合わせて教育長と町長から答弁をい

ただく。２回目以降のやり取りはライブで、この場でいただいた答弁を基にどんどんど

んどん掘り下げていくというようなことが一般質問です。事前に通告させていただいて、

小学校、中学校ごとの課題としている点は、事前に通告していたにもかかわらず返って

こなかったように感じますし、町長の答弁からは、一般的には運動不足によるという、

今回、この一般質問をするに当たって、各学校の保健委員会の資料を全て取り寄せしま

した。それを見たら、中に書いてあることで各学校の課題が分かるはずなんですけれど、

教育長部局、町長部局、どちらからも各学校の課題というのは聞かされずに、一般的な

ものであったり、視力の低下ということを一番懸念していると、この２つが返ってきま

したけれど、これはどう受け止めますか。私はもう少し各学校のことについて掘り下げ

てみたかったんですけど、見解をお願いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 事前に通告していただいたのにもかかわらず、各学校の状況

をこのたび説明できなくて申し訳ありませんでした。詳細につきまして、担当のほうが

お答えいたします。

○幼児・学校教育課長（井上 龍君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（米本 隆記君） 井上幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（井上 龍君） 失礼します。全般的なお話しか今回答弁してお

りません。各学校の課題、それぞれ学校ごとに各課題はありますが、それをこの場で公

表してもいいのかというのもありますし、例えば身長にしても、それぞれ分析はしてま

すが、学年によってばらつきがあります。例えば令和５年度の小学校の身長とかも全部

出してるんですが、不安をあおるような結果というのもありますし、個別じゃなく、全

体を見ての答弁とさせていただきました。以上です。
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○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 全体を捉えてということなので、私は各学校の健康課題、

ちょっとピックアップしてきたんですけれど、あまり個人が特定できない範囲で少し思

っていることを言わせていただきます。

中山小学校は、虫歯の罹患率がとても高いことが課題というふうに捉えています。あ

と、教育長が言うように、中山小学校に限らず、視力の低下、肥満度、これが少し西伯

郡平均より高い。これも課題というふうに思っています。頂いた資料からですので、そ

ちらでも把握することはできると思いますけど、名和小学校、これ今年度の資料ではな

いので、少し前の資料ですので、名和小学校はほかの学校に比べて携帯電話を持ってい

る子供たちの数が多いように感じました。３年生以上の半数以上は携帯を持っている。

ある学年では７割以上が持っているということですね。これは全国平均で見てもかなり

多いというふうに感じました。携帯電話の所持率が多い学年は、恐らく使用する頻度も

高いのではないかなというふうに思って、大幅にではないんですけど、体重が多いとい

う子供たちが多いような気がしています。大山西小学校は、ゲーム機を持っている児童

がとても多いように感じていますというような感じで、これ全部話してたら切りがない

ので、そういった特性があると思います。

なぜこんな細かく聞きたいのかといったら、お隣、琴浦町の八橋小学校でこういった

ことに掘り下げて対策を打って、解消したような事例をＰＴＡ活動の中で聞かせていた

だきました。なので、具体的なデータがないんだったら、わざわざ取るのは大変だと思

いますけど、データをしっかり取っているんだったら、取って終わりではなくて、そこ

をさらに掘り下げて、どこが違うのか、この違いをもたらす違いを明確にしていってい

ただけると、実際の数値の改善であったり、子供たちの健康課題に取り組んでいけるの

かなと思って、細かめに聞いてみたところです。

私が町全体を通して健康課題として受け止めたのは、教育長が言われたように、視力

の低下、町長から説明があったように、運動不足、それに伴う肥満であったり、あとは

虫歯です。虫歯は３０年前に比べて全国的に減ってはきているものの、大山町では少し

虫歯の罹患ですね、虫歯の子供たちが多いようなことがデータから読み解けました。な

ので視力、運動不足、肥満、虫歯、この辺りを健康課題として捉えた上で、次の質問に

移らせていただきたいんですけれど、今お話ししたような視力、運動不足、肥満、虫歯、

これらを解消するために行政としてできることはあるでしょうか、教えてください。ど

ちらかというと教育長部局で。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

議員のおっしゃるとおり、データを全体的に見ますと、日頃の生活習慣の乱れ、また、

学校以外での運動する機会が少ない。また、家庭でのテレビや動画を見たり、携帯を見
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る時間が長い。そういったことによる健康課題というのが多く見られるように感じてお

ります。

これの解消ですが、各学校においての課題を各学校、また保護者、ＰＴＡ等で課題を

共有して、家庭としてはどんなことができるだろうか、また、ＰＴＡ活動としてはどう

できるだろうかということを各学校ごとに進めていく必要があるというふうに考えてお

ります。

私ども教育委員会としましては、それぞれ学校なりＰＴＡが進める方向に向かって、

いろいろ資料提供ですとか、また、例えばＰＴＡの講演会を行いたいんだが、こういっ

た課題について、どんな講師を招いたほうがいいだろうか、そういう要望があれば、こ

ちらで探して手配をしたりします。また、それを進めるに当たって財政的な支援が必要

でしたら、教育委員会のほうでも財政的にも支援していくという形で、学校だけでなく、

家庭、また地域も含め、地域のまちづくりの活動ですとか、またコミュニティ・スクー

ルの活動等でも一緒になって取り組んでいく。全町的な取組が必要であるというふうに

考えております。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） ありがとうございます。全町的な取組が必要である。基

本的にはＰＴＡ、各学校が主体となって取り組む。必要に応じて財政的な支援も検討す

る。この辺りが答弁だったように思います。課題の捉え方、理解しました。

今、メディアという話が出たんですけれど、虫歯は取りあえず置いといて、視力の低

下、運動不足、肥満ということですと、割と近年メディアがたくさん出てきております

ので、スマートフォンだけじゃなくて、ゲーム機だったり、テレビも面白いものがたく

さんありますし、いつでもどこでも、アニメも映画も見放題のようなサービスも世の中

にはあります。確かに私も見ますし、楽しいですし、幾らでも時間を忘れてそこにかか

ってしまうという気持ちは分かります。ただ、今の御時世、メディアが使いこなせない

と、私もタブレットとパソコンを持ちながらこうやって一般質問に臨んでますので、必

須アイテムになってくるとは思いますが、過ぎるメディアの利用であったりネット依存

症はやはり生活に影響を与えて、運動不足や肥満の原因になることは事実だと思います。

一つメディアに絞って、町としてこれからそれを対策としてできることなどあります

でしょうか。教えてください。

すみません。ここからの一般質問の答弁は、基本的には教育長、お願いします。町長

も途中でもし答弁が思いついて必要だったら町長もお願いいたします。基本的には教育

長だけで大丈夫です。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。
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特に近年でいえば、コロナの影響で子供たちが外に出る機会がなく、家にいるという

時間が非常に長かったというところもあり、メディアに接する時間が長くなったという

ことも原因の一つであると考えております。昨年、５類になって、それが少しずつ改善

されたにしても、今までの習慣がいまだに残っているという部分があると思いますので、

その辺りで、町としては、社会教育も含めまして、生涯学習の観点も含めて、まず町民

への啓発活動を行っていきたいというふうに考えております。そして、各学校において

も保護者に対して啓発するような文書なり、また情報なりを提供し、学校と共有しなが

ら進めていきたいというふうに考えております。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） メディアに対しては確かにコロナで増えてきたと思いま

す。啓発活動など、具体的にやろうと思っている啓発活動がもう既にあるのか、これか

ら考えていくのか、教えてください。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 具体的な啓発活動は、今も進めてることもありますが、それ

については担当のほうが答えますが、今後も、例えば大山町の青少年育成協議会という

ような組織と一緒になり、子供の課題解決に取り組んでいきたいというふうに考えてお

ります。以上です。

○幼児・学校教育課長（井上 龍君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（米本 隆記君） 井上幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（井上 龍君） 具体的な取組ということで、ノーメディア週間

というのが答弁の中であったと思いますが、各保育所、小学校、中学校で年４回やられ

ております。また、メディアに関わる環境といいますか、明るくして使うとか、あと姿

勢ですね、そういったところも周知はしていきたいというふうに考えております。以上

です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 確かに各学校でも授業の中で取り入れたり、ＰＴＡ活動

の中でもノーメディア週間だったりメディアコントロールをやっていることは把握して

おります。

たまたま手元に資料があるので、よく今の子供たちは外遊びしなくなったとか、テレ

ビばっかり見てるって言いますけど、じゃあ一体具体的にどれぐらい見てるのかってい

うのをどこまで把握してるのか分からないですし、昔と今ですとできるメディアの遊び

の数も増えてますので、これぐらいメディアを子供たちは見てるんだよということを執

行部の皆さんも見てる皆さんも全体で共有しておきたいなと思いますけれど、とある小
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学校でメディアアンケートを取りました。こちらの結果なんですけど、平日のメディア

の利用時間がじゃあどれぐらいなのかと、昔より学校で早上がりとかなくなってますの

で、結構５時間目、６時間目まで子供は授業してから家に帰ります。習い事してる子供

もいると思いますけど、平日、３時間以上毎日メディアを見てる児童生徒が３⒐２％で

す。１０人中４人は３時間以上見てますと。その中でも１⒍８％は５時間以上、平日毎

日メディアを利用していますということになります。確かにＰＴＡ、学校でも啓発して

るんですけど、ここだけじゃあもうどうしようもできないっていうのが恐らく現場的な

感覚だと思います。私も子供がいる身ですので、ＰＴＡ活動をしているような中でそう

いった声はよく聞きますし、ノーメディア週間だったりメディアコントロールを啓発す

る側でやっていくこともあるんですけれど、さすがにこれはちょっと社会的な問題とし

て、各学校、ＰＴＡだけじゃあ手に負えないというような状況だったりします。休日は

もっと多いんですよね。だからこれが絶対的に駄目っていうわけじゃないんですけど、

ただ、子供たちが自分たちの健康面まで考えながらコントロールして使えてるかという

と、これそうじゃないんじゃないかなというふうに思ってて、子供の健康が心配ですよ

というところが今日の掘りたい部分です。

今のような数字はどうでしょうかね。理解されてましたでしょうか。把握されてまし

たでしょうか。お聞かせください。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

子供たちの生活習慣でのアンケートは大山町でも行っておりまして、例えば小学校で

ありますと、平日１日どのくらいテレビや動画を見たりインターネットを使ったりゲー

ムしてるかっていう部分においては、最も多い時間が２時間ぐらいという小学校６年生

のデータであります。これは平均ですが、２⒏８％の子が２時間ぐらい、そして３時間

ぐらいが２⒉５％、４時間以上が１⒐８％といまして、これは全国の平均とほぼ同じで

す。ですので田舎だから少ないとか都会だから多いということでなく、全国平均とほぼ

同じなんです。そして、中学校でありますと、インターネット、ゲームする時間、一番

多いのがやはり２時間ぐらいで３⒊３％、３時間ぐらいが１⒐５％、４時間以上が２

７％ということで、これは、３時間、４時間のデータは全国よりもやや低いです。やは

り大山町内の中学生はそこまで、全国平均ほどどっぷり使ってなく、勉強もしてるんじ

ゃないかなというふうに考えております。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 大山町、全国平均より低くて優秀な側面もあれば、肥満

とか、そういったところでいうと、全国平均より上回ってるところもあります。鳥取県

の中でも、鳥取県自体が割と全国でも少し肥満が多かったりするような部分も県の保健
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のデータを見ても書いてあったりしますので、その辺も意識して取り組んでいただきた

いなと思いますけれど、もちろんこれ全国的な問題です。世界的な問題になります。韓

国とかでは１６歳未満向けに深夜のオンラインゲームを禁止とかを国を挙げてやってい

たり、その子供たちにレスキュースクールといって１１泊１２日の脱ネットキャンプを

してみたりとか、大分過激なんですけど、それに伴って親のフォローアップ講座をやっ

たり、タイとかではネット依存症がすごく大変だということで、そういった家族管理の

プログラムを政府が行っていたりしています。なかなか日本はそこまで追いついてなさ

そうな気がしますので、私たちの町の大事な子供たちを守るためには、県でも町でも意

識を持って取り組んでいかなくてはいけないなというふうに思います。

中四国地方ということでは、香川県がゲーム条例といって、ゲーム禁止条例を出した

のが約３年前です。かなり物議を醸し出して、全国ニュースにもなっていました。結局

制定されて、香川県は、罰則規定はないんですけど、ゲーム禁止の条例というのが今で

も行われています。今ではオフラインキャンプをやったり、そのオフラインキャンプの

アフターフォローキャンプをやったり、保護者向けのプログラム、これが充実している

ようです。

結局これに関しては、メディア、こういったものは、完全に規制するっていうよりも、

やり方としては、規制をかけるか啓発するか、ほかに意識を持っていってもらうという、

これぐらいしかないと思うんですけど、やっぱり規制をかけ過ぎるというのは時代に合

ってないような気がします。

町としてできることは、幾つか提案させてもらって、この子供関係のことは終わりに

したいと思いますけど、まず、先ほどと同じように、オフラインキャンプの企画、運営。

これは公民館活動であったり自主組織に実際お願いしていくとかいうやり方ができると

思います。

２つ目、保護者向けプログラムの実施。これは町ではまだ行われてないような感じが

しますので、ぜひ行政主体でやっていっていただければなと思います。

３つ目、講演会の企画。これは各ＰＴＡとか学校でやることの支援、先ほども教育長

が言ったようにやっていただければなと思います。

４つ目、実態調査です。今回、子供たちの健康課題に対して各学校から全て資料を取

り寄せたんですけど、まとめ方が学校によってまちまちです。もちろん各学校の保健委

員会が規約を持って行っているんですけど、それを一括してどこかで誰かがまとめない

と子供たちの健康課題がちゃんと見えてこないので、これは教育委員会に強く要望しま

す。ぜひまとめて、大山町の子供たちの健康がどういう状況に置かれてるかは把握して

おくべきだと思います。

５つ目、子供の居場所づくりの促進です。放課後児童の児童教室であったり、放課後

児童の体験の場とか、こういった事業がありました。一番は、学校が終わって、学校の

校庭とかが使えて、放課後児童がいわゆる走り回れる、遊べる。一番広い公園と言って
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も過言ではなくて、責任問題などあるんでしょうけど、こういう使い方ができたらかな

り解消すると思います。これはぜひ検討していただきたい。

６つ目、食の啓発です。栄養ある食事、バランスが取れた食事を与えるのは私たち大

人、親の責任だと思っています。これは、町内各種、いろんな取組があると思うんです

けれど、鳥取県は共働きが多く、どうしてもインスタント、加工食品に頼ってしまう家

庭が多いのも実態としてあるように思います。この辺の食の大事さ、バランスっていう

のをしっかり啓発、何かしらの形で保護者に伝えていっていただければなと思います。

あと、７個目、これは運動系習い事へのサポート、部活動の地域移行とかにも関わっ

てくると思いますけれど、そういったところの補助、補填なども少し検討していただけ

ればなと思います。以上７点、いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 御提案ありがとうございました。先ほど御提案いただいたこ

とについては、今後検討してまいりたいと思います。

その中で、５点目に提案ありました放課後等の子供の居場所なり、また、過ごし方に

ついてですが、本町の実施した生活習慣のアンケートの中で、学校の授業以外で週に何

回ぐらい運動していますかという質問がありました。その中で、小学生は、大体毎日と

いう子が３⒉４％、中学生では２７％が大体毎日していると答えてますが、全くしな

いという子が小学生で８％、中学生で１１％っていうことで、全く日々運動しない、ま

た、いろいろな移動手段が、大山町であれば歩くことは少なく、車での移動が多いとい

うような状況の中で、議員のおっしゃるとおり、肥満傾向の子が増えていき、これがま

た年を重ねるにつれて成人病ですとか、いろいろな健康被害を起こす素地になってしま

ったりすると思いますので、やはり子供の頃からのそういった生活習慣ということを、

きちんといい習慣ができるような取組をしていきたいというふうに思っとります。

また、食のことですとかオフラインキャンプ、また、保護者向けのプログラムの計画

等いろいろ御提案いただきましたので、それぞれ今日御提案いただいたことについて、

教育委員会でも協議をして検討してまいりたいと思っとります。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 一通り検討していただけるということで、喫緊の課題と

して、健康課題、本当に命が一番大事というふうに今日も冒頭、杉谷議員が言われてた

と思いますので、ぜひ検討していってください。

続いて、２問目に入ります。高齢者に優しい施策の検討はということで、こちらも町

長、教育長、どちらにも質問答弁者として提出しているんですけれど、こちらは、どち

らかというと町長部局がメインになるかなと思います。必要があったら教育長も答弁を

お願いいたします。
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通告に従い、読ませていただきます。

現在の町政は、子供関係の事業に手厚く行っていると感じております。人口減少の時

代において、子供関連の事業に手厚くして人口減少に歯止めをかける政策は理解ができ

て、ほかの自治体でも行っており、効果的だとも思っています。しかし、町内高齢者世

帯を中心に、大山町は子供のことばっかりで、高齢者に何もしてくれへんって、何か関

西弁になっちゃいましたけど、してくれんといった声を度々耳にします。町の考え方を

含めて今後の方向性を確認します。

１つ目、大山町の高齢者関連予算と、子供・子育て関連予算の予算配分比率は。

２つ目、現状の予算配分に対しての課題はありますか。

３つ目、本町のＰＲできる政策的高齢者施策、事業などはありますか。これは、子供

施策ばかりが目立ち、メディアでも取り上げられやすいため、本町独自の高齢者事業な

どがあれば、この機会に説明してください。

４つ目、今後の高齢者施策検討はありますでしょうか、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 西本議員の２問目の質問にお答えをします。

高齢者に優しい施策の検討はということで４点質問いただいておりますが、まず１点

目の大山町の高齢者関連予算と子供関連予算の予算配分の比率についてのお尋ねですが、

これは高齢者予算と子育て予算の定義というのが非常に難しいところでありますけれど

も、高齢者予算を一般会計の老人福祉費、それと介護保険特別会計、子育て予算を一般

会計の児童福祉費として計算をしますと、高齢者関連予算に関しましては令和６年度当

初予算額で約３１億円ということになっとります。それに対して子育て関連予算という

のは約１３億円ということになっております。人口の比率が違いますので、高齢者が、

これはちょっと前ですけども、令和４年人口で２６８人、子供が同じく６３９人と

いうことで、大体４倍ぐらい開きがありますけれども、１人当たりの換算でしますと、

大体高齢者が約５０万円で、子供が約８０万円ということになっております。

２点目の予算配分に対しての課題のお尋ねですが、まず子育て予算の財源にはふるさ

と応援基金を多く活用しておりますので、安定した財源を確保していくことが課題であ

ります。また、後期高齢、介護特会等への繰り出しが増えておりますので、高齢者関連

予算の財源確保も懸念材料として捉えております。

次に、３点目の本町のＰＲできる政策的高齢者施策はあるかというお尋ねですけれど

も、まず、主に高齢者福祉関係の施策のお話をさせていただきますが、輝くシルバー交

付金を交付しておりますので、敬老に関する取組ですとか高齢者の生活習慣病や閉じ籠

もり予防、また、共助による地域での助け合いを行う自治会を支援して地域の活性化に

つなげてもらうと同時に、いざというときに助け合える地域づくりというものを支援し

ております。

－１１７－



また、耳の聞こえにくさが認知機能の低下や閉じ籠もりにつながることがあるという

ことから、中等度難聴者に対しまして高齢者補聴器購入費助成を行っておりますので、

これによって社会参加及び交流を支援しているところでございます。

また、認知症に対する正しい理解の普及にも力を入れておりまして、毎年、講演会や

まちづくり団体と連携した映画上映のほか、学校や事業所で認知症サポーター等養成講

座を開きまして、幅広い世代への普及啓発を行っております。そして高齢や認知症にな

っても地域で安心して暮らし続けられる共生社会の実現に力を入れているところでござ

います。

また、昨年度から現在の長寿支援課、健康推進課が連携をしまして、高齢者の介護予

防と保健指導の一体的実施にも取り組んでおりまして、公民館主催の高齢者学級ですと

か集落に出向いてのフレイル予防教室を開きまして、高齢期の運動や栄養、口腔機能に

ついての講話や体力測定等を行っているところでございます。

また、そのほかの高齢者支援策といたしましては、ごみステーションまで自力でごみ

を出すことが困難な高齢者等を対象に、自宅敷地内で戸別収集を実施するごみ出し困難

者に係る戸別収集ですとか、高齢者及び障害者等の方に対して、タクシー乗車料金の２

分の１を助成するタクシー助成事業、また、今年度から使い勝手を少し改善しまして片

道１００円に今実証で運行しておりますデマンドバスの仕組み、それから高齢者等を対

象とした予防接種の事業等ございます。

さらには、先ほどの話と少し重なるところもありますけれども、高齢者の保健事業と

介護予防の一体的実施ということで、７５歳以上の高血圧や糖尿病ハイリスク者を対象

といたしまして、生活習慣病重症化予防を目的に、保健師等が訪問や電話によりまして

生活指導を行っているところでございます。７５歳以上の健康状態不明者を対象としま

して、保健師等が訪問して、生活状況や健康状態の聞き取りや健康指導を行っていると

ころでございます。

以上が高齢者の特に福祉関係の施策の御紹介でございます。

続きまして、４点目の今後の高齢者施策の検討のお尋ねですけれども、介護保険サー

ビスを含めました本町の高齢者福祉サービス全般にわたる方策につきましては、３年ご

とに介護予防、日常生活圏域ニーズ調査ですとか在宅介護実態調査を実施しまして、大

山町高齢者福祉計画、介護保険事業計画で定めているところでございます。

大山町の高齢化率は、令和３年に４０％を超えて以降、直近の令和５年は４９％と

なっております。一方で、介護認定率につきましては、鳥取県平均より低い傾向が続い

ておりまして、全国的には上昇傾向でありますけれども、大山町、鳥取県ともほぼ横ば

いの数値で推移をしているところでございます。

今後につきましても、高齢者ができる限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ

るように、関係機関と連携をしながら健康づくりや介護予防、フレイル予防に取り組み

まして、医療費や介護費の抑制に努めることが大切だと考えております。また、地域主
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体の支え合いによりまして、地域社会で高齢者の暮らしを支えていく在り方も重要とさ

れていますので、今後も、あらゆる機関と連携をしながら、元気な高齢者が地域で活躍

し続けられる施策づくりを進めてまいりたいと考えております。

教育長の答弁も同様でございます。以上で答弁といたします。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 答弁いただきました。高齢者に優しい施策の検討という

ことで、令和６年度の予算としては高齢者は３１億円、子育て関連は１２億円というこ

とで、高齢者のほうがたくさん予算を使っていると。ただ、１人当たりに直すと、高齢

者で約５０万、子育て１人当たりだと約８０万ということで、１人当たりに直すと子育

て関連のほうが予算が割り振られてるような割合になると。多分この辺から、予算額と

しては高齢者が多いんですけど、１人当たりで受けてる恩恵とか分かりやすさとか、そ

ういったところからそういった声が地域から出るのかなというふうに思います。これは、

やっぱり実態を把握しにくいんで、してもらうことも大事だと思いますけど、そういっ

た配慮とかが少し必要なのかなと思います。

シニアカーの助成とか補聴器の助成、電動三輪の助成、こういったことはすごく現場

からも喜ばれたような声があります。高齢者なの、子育てなのとか、どっちなのかいう

話じゃなくて、どちらも大山町の大事な人たちですので、どちらの人たちも、そういっ

た残念な寂しい思いをしないような配慮が必要だというふうに思います。そういった配

慮は、今後もしていっていただきたいなというふうに思います。一般的に高齢者の予算

が多いというふうに国でも言われてる中、大体本町でも予算額は多いけど、１人当たり

に直すと、子供たちが多いということが認識できました。

課題として、どちらも財源が今後確保が必要になってくるということは理解できまし

た。今説明いただいた施策を見ても、やはり高齢になっていくと、体力的にも低下して

フレイル予防というような、どちらかっていうと、対症療法的な施策、事業が増えてく

るのかなというふうに思います。今後の高齢者の人たちの課題、今後っていうのはどの

ぐらい今後かというと、約３０年ぐらいを見たときに、どういった課題が出てくるとい

うふうに認識しているでしょうか、教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今後の長い目で見たときの高齢者の課題というお尋ねですが、現状、起きてきている

課題が引き続いて平均的には出てくるんだろうというふうに認識をしております。さら

に言えば、生活習慣が一世代変わると大きく異なるということも言われておりますので、

その今までの生活習慣の積み上げによって、また新たな課題が出てくることも予想がさ

れます。
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いずれにしましても、例えば健康づくりや介護予防の面でいえば、未然にどれだけ予

防できるのかというところが、こういった関連施策を展開する上で、また、財政的に持

続可能な形でやっていく上では大切なことだと思っていますので、何か課題が出ました

ら、しっかり事前に予防できるものは予防しながらやっていく。そのほか、どうしても

後から課題に対処しないといけないものに関しては、行政だけでは対応ができない部分

も多いと思いますので、地域を含めて各関係機関と連携をしながら対応していく必要が

あるというふうに思っております。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 約３０年という単位で今後の高齢者の課題についてお聞

きしました。現状、起きている課題が平均して出てくると認識しているということです

ね、これはもちろんそうだと思います。

３０年たつと、どういうふうになっていくかとは、どういうことかというと、今でも

少しずつ問題になってきているんですけれど、私は、身体的な、精神的な課題はもちろ

んありつつも、経済的な課題が今よりも深刻になってくるというふうに感じています。

高齢者世帯の貧困率が増えています。厚生労働省のデータによると、所得１５０万円未

満の６５歳以上の単身世帯がちょっと前は３％ですね、２０１２年には⒌１％になって、

今後増えていきます。これは理由としては、団塊ジュニアと呼ばれてる人たちが結婚と

かほとんどしてない状態で、独身、独居の状態で高齢世代を迎えます。そういうふうに

なってくると、かなり貧困層の高齢者が増えてくるということが問題になってくるとい

うふうに思いますが、この辺の認識は町長、ありますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

そのような認識はございます。御指摘のように、生涯未婚率というのは年々高くなっ

ていってるというような傾向があって、今の高齢者の世代よりも、その一回り下、二回

り下の世代というのは未婚率が高いというような現状ですので、先々、高齢者の独居世

帯が割合的には増えてくるということは予想がされているところでございます。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） そうですね。今後、高齢化がさらに進んできて、もとも

と結婚されていて夫や妻がいたけれど、死別をしたり、離婚して独り暮らしになるとい

う高齢者じゃなくて、一度も結婚したことがないまま独り暮らしをするお年寄りの割合

がどんどん高くなってきます。これが約３０年後には、６０％ぐらいの単身独身独居の

世帯になってくるというようなデータが出ているみたいです。なので、ここには少し前

もって対策をしておく必要があると思います。
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高齢者の生きがいであったり、やりがい、居場所などがあちらこちらにいろんな方法

で準備されてると思います。高齢者は増えているんですが、現在、老人クラブは鳥取県

で２０２１年から２０２３年に対して０００人会員が減っています。高齢者は増えて

いるんですけど、老人クラブの会員は減っていて、皆さんがお亡くなりになっているわ

けではなくて、高齢者の人たちが求めてるニーズが変わってきてるように思います。老

人クラブの会員は減っていますが、高齢者の人で働きたいというニーズがどんどん増え

ているらしいです。この辺り、町長、認識ありますでしょうか。それに対しての対策な

ど行っているでしょうか、教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

高齢者の就業意欲、就業需要というのは、高まってるというふうに同じように認識を

しております。特に昨今、民間企業あるいは公務員の定年の延長の話もあります。６０

歳だったものを６５歳にと、将来的には７０歳になんていう話も一部では出てますけれ

ども、現状としましても、働き手不足というのが社会の中にあるのは、やはりリタイア

する年齢が早いんじゃないかという議論もありますし、一律にみんなが退職をさせられ

るのではなくて、やっぱりそこは選択で、まだまだ元気に働きたいし、働けるという人

には働いてもらえる環境づくりをしていくことが大事ではないかないというふうに思っ

てます。

高齢者の就業ということにつきましては、これは毎年この辺りを管轄している米子の

ハローワークですとか意見交換をさせてもらいながら、働き手不足の業種に対して高齢

者の力をもっと活用できないかというような働きかけをしているところでありますし、

また、就業ということではないですが、シルバー人材センターの活用というところも一

つの方法かなというふうに思っております。

ただ、先ほどの老人クラブの話と同じく、高齢者は増えているのにシルバー人材セン

ターの会員さんというのがなかなか増えない、減っているというような課題もあります

ので、そこら辺のバランスをどうするのかというところもありますが、今使える機能と

しては、シルバー人材センターだったりというところがありますので、そういうところ

を最大限生かせるように、例えば役場も一事業所としてシルバー人材センターにもっと

受けてもらえる仕事がないかというものを内部でも検討を進めておりますし、高齢者が

今までの人生で培ってきたスキル、経験、また、人脈等を生かしてもらって、地域のた

めになる活動ができるような場づくりというものを引き続き進めていきたいというふう

に思っております。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 町長おっしゃられるように、ハローワーク、シルバー人
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材センターの活用は必須だと思います。ただ、今お話の中にあったように、シルバー人

材センターは２０２０年から２０２１年にかけて全国のものでは約１万０００人登録

会員が減ってます。大山町は、令和２年から令和３年に向けて３４人減っています。高

齢者は増えているのに、こういったところの活用が雇用のニーズがあるのに進んでいな

い、ここはミスマッチが起きているんだと思います。

時間がないので、事例を紹介して少し提案をさせていただきます。

福岡県で、うきはの宝というベンチャーの会社があります。ここは福岡のばあちゃん

ベンチャーと呼ばれてて、ほとんどが７５歳以上、６５歳以上のセカンドキャリアでは

なく、後期高齢者の人がほとんど働いている会社があります。こちらは、スタンフォー

ド大学からも視察で訪れて、２０２３年の売上げは０００万以上の年商を上げている

会社です。こちらの自治体は、５人に１人が後期高齢者で、国民年金だけではままなら

ないということで、知識や経験を持ったおばあさんたちを雇用して加工食品を作ったり、

ばあちゃんエンタメということで、ばあちゃん新聞を世の中に出していったり、ユーチ

ューバーという形でおばあちゃんたちが動画配信をしている、これをサポートしてる会

社になります。ばあちゃん新聞は全国に０００部、これだけでもかなりの売上げにな

ってると思いますし、こういった会社が出てきています。これからの人口減少、人材不

足、高齢化を一気に解決できる可能性を出してくれるような会社だなというふうに思っ

て、わくわくしています。

こういった会社は、福岡県だけじゃなくて、大山町で出てくる可能性もありますし、

こういった事業をサポートすることは必須だと思います。高齢者の雇用のニーズはあり

つつも、今は、週に２０時間以上働かないとしっかりした社会保障が受けれないとか、

そういった国を挙げての課題も少しあります。こういった背景をしっかり理解して、大

山町におられる高齢の方が、高齢世帯の貧困、所得低下にならないように、そういった

ニーズをしっかり酌み取って事業として落とし込んでいく必要があるというふうに思い

ます。町としても、人材不足解消、居場所づくり、活力ある地域社会ということで、メ

リットがたくさんあるというふうに思います。

そこで、最後に、１つ提案です。生涯現役促進地域連携事業という事業が国の事業と

してあります。こちらの事業は、全額国庫補助で３年間、約０００万円から０００

万円の補助が受けれる事業があります。こういった事業を活用して高齢者の就業に対し

ての整備をより促進させてみてはいかがかなと思って、提案させてもらいます。いかが

でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、シルバー人材センターの会員が減っているという話は、理事長さんや事務局長

といろいろ意見交換を常々するわけですが、やはり最近の感覚としては、昔だったらシ
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ルバーに登録してくださっていたような年代の方でも、まだ現役で直接雇用で働いてお

られる方が非常に多いというふうに現場感覚としては持っておられるようです。私も同

じような認識であります。ですので、会員が少なくなってるから、そこでミスマッチが

起きてるというよりは、会員にならずとも直接雇用で働けるような、それだけの働き手

の不足感があるんだなというふうに認識をしております。

行政としては、シルバー人材センターに対しまして、事務局が運営ができるように補

助等もしておりますので、公共の役割としては、シルバー人材センターをしっかり活用

していくということになりますし、あとは、民間の動きとして、今、西本議員が言われ

たような福岡の事例ですか、何か聞いたことあるような気がしますが、詳細は、なるほ

ど、そういうことかというふうに思ったわけですけれども、あとは、有名なところでい

うと、四国のほうに、高齢者を集めた葉っぱビジネスとか、いろいろやられているとこ

ろもあったりとか、いろいろ地域の特性に応じて取組がなされているところであります

ので、大山町においても、そういうふうな形で起業をされるとかいう方があれば、ぜひ

町としても支援、協力していきたいなというふうに思っております。どういう形でそれ

を促進していくかというところは、また引き続き検討していきたいというふうに思って

おります。

○議員（２番 西本 憲人君） もう一回やってもいいですか。短時間で聞いてもいいで

すか。すぐ終わります。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 支援していくということで……。無理ですね。以上で終

わります。（「チーンがなかった」と呼ぶ者あり）チーンがなかったんで。

○議長（米本 隆記君） これで西本憲人議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は２時２０分とします。

午後２時１０分休憩

午後２時２０分再開

○議長（米本 隆記君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。

次、１０番、大森正治議員。

○議員（１０番 大森 正治君） 日本共産党の大森正治でございます。よろしくお願いい

たします。

今回は、大きなテーマとして３つお願いしたいと思います。

早速行きたいと思いますけども、１問目から。１問目としまして、家族農業、括弧し

て中小規模農業としましたけども、どっちの言い方もあると思いますが、よく家族農業

という言い方を最近はします。国連「家族農業の１０年」というふうなこともあります

ので、そういう表現を使わせていただきました。ここに経済的支援をということでお願
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いします。

言うまでもなく大山町の基幹産業でもありますこの農業、国民の食料を賄う重要な産

業であって、そして国土保全の機能も有しています。それにもかかわらず農業者人口の

減少及び後継者難、耕作面積の減少及び耕作放棄地の増加、農業所得の低さなど、希望

が持てない現状があります。これは、国の農業予算の減少傾向や、そして食料自給率の

低迷にも見られますように、国の農業政策との関わりが大きいと言えるのではないでし

ょうか。

国の現在の農業政策は、大規模化の推進を基本にしておりますけども、それは家族農

業の切捨てにつながってはいないか、私は危惧しております。そうした中で、地方自治

体の役割は何だろうかということで考えてみなければなりませんが、大規模農業は重要

と私も考えますけども、一方で、農業人口や耕作面積の多くを占めておりますこの家族

農業、中小規模農業である家族農業にもしっかり目を向ける必要があります。つまり両

者の共存を図って農業振興を進めていくことが重要ではないかと考えます。

ここでは、この家族農業に着目しまして、以下の点について伺います。

１点目、町内の家族農業の現状について、どのように町長は認識していらっしゃいま

すか。

２点目、家族農業への経済的支援、例えば草刈り機だとか刈り払い機、管理機などの

購入費への補助、機械の燃料費の補助など実施されませんでしょうか。かなり具体的な

提案をしております。

それから、３点目、今年予想されるイネカメムシ被害の予防のための薬剤費用に対し

て補助をしませんかということで、これは議案が出る前にちょっと出したもんですから

若干タイムラグがありますけど、以上３点、よろしくお願いいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員の一般質問にお答えをいたします。

まず、家族農業に経済的支援をということで３点いただいておりますが、１点目の現

状の認識のお尋ねですけれども、２０２０年の農林業センサスにおきましては、大山町

内の４０８経営体のうち、９６％となります３５５経営体が家族経営となっており

ます。規模の内訳としましては、３ヘクタール未満から１０ヘクタールまで様々でご

ざいます。家族経営体が受け持つ農地は、町内の過半を占めておりまして、地域農業の

継続におきまして重要な役割を担っていると認識しているところでございます。

続きまして、２点目の家族農業への経済的支援を実施しないかというお尋ねですが、

家族経営のうち、中小規模農家に対する支援としましては、これまでもお示ししており

ますとおり、所得向上や作業日数の軽減、あるいは作付面積の拡大ですとか補助事業の

要件を満たす場合に限るものとしております。また、田園風景や農地を守るために、中

山間地域直接支払制度、多面的機能支払交付金で農地・農業用施設の維持管理が行われ
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ておりまして、今後も活用をいただきたいと考えております。

３点目のイネカメムシの関係の御質問ですが、これは県事業への上乗せ支援と町単独

の支援によりましてイネカメムシ防除対策を行うように計画をしているところでござい

ます。

教育長にもお尋ねですので、教育長も同様の答弁でございます。以上でございます。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） 失礼しました。教育長答弁、間違えて書いとりましたね。

町長だけでよかったです。申し訳ありません。

町長も、この家族農業、家族経営体という表現されてますけども、割合としては多く

を占めてるし、地域農業の継続においては重要な役割を担ってるということで、その大

切さを認識していらっしゃいます。ところが、そこへの町としての補助っていうのは、

基本的にやらないというのが答弁だったかなというふうに思います。大規模農業ならば

やるけどもっていうのが裏返しの基本的な政策かなというふうに思いますけども、確か

にここに書いてらっしゃるように、中山間地域直接支払制度、多面的機能支払交付金に

よる農地や農業用施設の維持管理のためには、これは国の施策として出してるわけで、

それに県もいろんな農業施策を出してますが、それによってやっていただきたいという

ことだろうとは思います。

それは私もよく分かっておりますけども、町として、単町として、さっき具体的な私、

補助はできないかっていうことでお示ししましたけども、これって、私も農業やってま

すけども、ほかの方たちからもよく声を聞くような要求なんですよ。国や県がそこはで

きないのかもしれませんけども、町としてはできないんでしょうか。こういう家族農業

に対する今のような補助っていうのは無理なんでしょうか。それはどうしてなのかって

いうこともお答えいただきたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、家族経営に対する補助というその属性の切り方がないというだけで、イコール

大規模経営農家しか支援してないということではないということでございます。属性の

分け方、切り分け方の話で、家族経営だから支援するということではなくて、農業経営

体の９６％が家族経営ですから、その家族経営の農家であっても対象となる様々な補助

制度を用意してるところでありますし、品目によって品目ごとに補助制度があったりで

すとか、あとは例えば後継者の課題でいえば、親元就農といったようなところにも支援

をしております。

国、県ではなくというお話よくありますが、御承知のとおり、農業に関しては国の支

援策というのは物すごく手厚いです。さらに言えば、都道府県でいうと鳥取県は県単位
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で物すごく農業政策に力が入っておりますので、そのほとんどが国、県の関連の事業に

町も上乗せをしているというような形で取組を行っているところでございます。したが

いまして、家族経営をしているからイコール補助対象外ということではなくて、家族経

営の農業の経営体が対象となる補助事業を様々つくって支援をしているところでござい

ます。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） 家族農業を対象にした支援もあるというのは、恐らく先

ほどの最初の答弁にもあったように、中山間地域直接支払事業だとか多面的事業だとか、

そういう点をおっしゃってるのかなというふうには思いますけども、そこからの支援と

いうのも当然必要だろうと思います。そういうのがなければ、今の大山町の農業ってい

うのは成り立たないと。大山町だけではない、全国の農業は成り立たないというふうに

思います。特に家族農業をしている農家にとっては非常に重要な事業だろうというふう

に私も認識はしておりますけども、それ以上にっていうことで、それにプラスして町と

してやれないのかっていうことなんですよ。

町長もおっしゃったように、家族農業の大切さは十分認識していらっしゃるようです。

やはり家族農業っていうのは、小規模に専業でやってらっしゃる方もありますが、兼業

としてやってらっしゃる方もあります。そして私のように退職後、農業をやってる人も

あります。ところが、最近では、もう退職して家は農家なんだけども、特に仕事に就か

ないんだけども、農業をやめたと。何でかというと、もうからないから。えらいばっか

しでもうからないような、特に稲作の場合その例を聞くんですが、ほかの農業でもそう

かもしれませんけども、畑作や果樹でも、稲作の場合もそういう例が出てきております。

そしてそれを担い手である農業法人などに委ねると、委託するという例が出てきてるん

です。

でも、それは本当にいいのか、そういう姿で。やはり少しでも、退職後、農業を守る、

地域を守る、そして食料生産をするという人が増えると、退職後もやっていくという人

が増えるっていうことも大事だろうというふうに私は思うんですが、それを支える、応

援する意味で町のほうとしてできることは、今言ったような具体例もあるんじゃないか

なと思うんですよ。町がそこまでしてくれるなら、ほんなら頑張ってみようかというこ

とはあろうと思います。励ましになるんじゃないかなという意味で、単町でのそういう

農業に対する補助事業っていうのを期待したいと思って提案してるんですけども、重ね

ての質問ですけども、町長、検討する余地はないんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

ちょっといろんな、たくさんありますので、補助制度等が、ぱっとつらつらっと出て
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きませんので、担当課長から詳細を答えたいと思いますけれども、町単独っていうのは

なかなか農業政策においてはないと思います。近年だと、自走式の草刈り機の購入の補

助をして、たくさんの農家の方に御活用いただいたという例はあります。あれはコロナ

対策ということで、営農意欲が下がってるところを何とか後押ししようということでや

っておりますが、そういうこと以外は、ほとんどが国や県の政策にひもづいているもの

が多いのかなというふうに思っています。

特に究極的に言えば、農業の収入の面を補償するということであれば、農業の収入保

険があります。これは数年前にできた制度ですが、これに対しても国から相当な財源が

入っておりますし、例えば、さらにその上で町としては、事務費の補助をして加入促進

を行っているというようなところで、本当に収入の補償ということになれば、そういう

ことも選択肢になってくるのかなと思います。

また、繰り返しになりますが、家族経営されていて、後継ぎでその家の子供さんが後

を継ぐ場合にも、定着するまでのある意味収入の補償のような形で親元就農の支援をし

ているところでありますし、様々取組を行っております。大森議員、言われるところよ

く分かりますが、その補助の目的が何なのかというところが大事なのではないかなと思

います。家族経営だから補助を出すっていうことではなかなか補助制度としては成り立

たないかなと思いますので、先ほどお話をさせていただきました例えば所得向上だとか

作業をいかに負担を軽減していくのかとか、そういう何か改善につながるようなことに

対しての補助ですとか、それ以外の本当に農地、景観を守るということであれば、先ほ

ど来話に出ている国の制度等を使っていただくというようなすみ分けになっているもの

というふうに思います。

詳細、補足があれば、担当課長からお答えをさせていただきます。

○農林水産課長（桑本 英治君） 議長、農林水産課長。

○議長（米本 隆記君） 桑本農林水産課長。

○農林水産課長（桑本 英治君） 補足ということで、お答えしたいと思います。

今、町長が申したとおりではございますが、小規模農家に対する支援というのは、施

策としてはなかなかないというのが現状でございまして、ただ、今後、地域計画を考え

ていくという今時期に入っております。その地域計画を考えていく中で、いかに地域農

業を守っていくかということがあると思うんですけども、今後、規模拡大だけで地域農

業が支えるかっていうところを考えますと、なかなか難しいだろうなということは想像

はしておるところでございますが、ただ、中心経営体、中心となりますそういう大規模

農家を支えるためにも、やはり小規模農家の存在というのは大きなところがございまし

て、今後、その小規模農家に対する施策、そういった環境を整えていく時期がまた今後

来るだろうなとは思っとりまして、その点につきましては、国、県の新しい施策、方針

の提示、それを今は待っとるところでございますので、一応町としましては、独自施策

というのは難しい状況というのは御理解いただいた上で、そういった国、県の動きをま
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た待ちたいというところが今の状況でございます。以上です。

○議員（１０番 大森 正治君） はい。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） 全く望みがないわけじゃなくて、今の課長答弁にもあっ

たように、今後の地域計画などを考えれば、希望があるのかなというふうにも捉えさせ

ていただきましたですけども、私が言っておりますのは、さっき町長もおっしゃいまし

たけども、何らかのきちっとした大義名目ですか、大義名分ですかがあればということ

で、所得向上だとか作付面積の拡大だとかなんとかおっしゃいましたけども、やはり家

族農業を続けていくためには、退職後の農業を継続する、農家を継続する、それも大き

な大義名分だろうと思いますし、また、それが所得向上にもつながっていくわけであっ

て、大きな大義名分というのは私はあるんじゃないかなというふうには思っとりますの

で、今後のそういう家族農業への施策を町としても検討していただきたいということを

期待しながら終わりたいと思いますが、３つ目のイネカメムシにつきましてですけども、

議案にも出て提案されておりますので、質疑もしっかりさせていただきましたし、これ

については、明日、大原議員もやられますので、その深掘りについては大原議員のほう

の質問に委ねたいと思います。

続きまして、２問目に行きたいと思います。

２問目は、これまでも行いました、大森、しつこいなと思われるかもしれませんけど

も、やはりこれは、どうも私、まだ町長からの答弁について納得がいかない面がありま

すし、重要だろうと思うので、またですけども、やりますテーマ、子供の均等割国保税

は免除、あるいは軽減措置をということでお願いします。

国民健康保険は、被保険者に無職の人、退職した高齢者、農業者、自由業者などのい

わゆる低所得者が多く、その掛金である国保税は、協会けんぽなど他の健康保険と比べ

ましても負担率が高いです。そのため、支払いに四苦八苦している世帯も多いです。

国保税の負担率が高い要因としましては、１つ目に事業主に該当する国の負担が、以

前は、当初２分の１ぐらいあったようですけども、それが今や４分の１に減らされてし

まっているということ、それから２つ目には、算定方式として、ほかの保険にはない均

等割、そして世帯割、これが上げられます。

中でも均等割は、生まれたときから子供にも人頭税のように、大山町の場合、１人当

たり年間３万２００円かかるんですけども、これが賦課されます。未就学児の５歳ま

でですか、５歳までの子供にも均等割がかかっていましたけども、２年前からは国の施

策で、この均等割保険税が半額に軽減されました。しかし、半額ですので、全国知事会

や、それから全国市長会などは、これでは不十分なので、子育て世帯の負担軽減という

趣旨にのっとって、子供の範囲を限定せずに、均等割保険税を免除または軽減割合の拡

大をするよう提言されております。

そこで、次の、ただ１点、伺います。
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子育て世帯の負担軽減のために、国に先駆けて、子供にかかる均等割保険税は免除す

るか、あるいは少なくとも全ての子供を対象に軽減するよう検討されませんでしょうか。

以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員の２問目の質問にお答えをいたします。

子供の均等割国保税は免除か、軽減措置をというお尋ねですが、その中で、子育て世

帯の負担軽減のために、国に先駆けて全ての子供を対象に軽減するように検討しないか

というお尋ねですが、まず、国民健康保険につきましては、会社員などのほかの健康保

険と比較しまして加入者の平均年齢が高い傾向にありますので、それに伴って１人当た

りの医療費が高くなる傾向がございます。そして国民健康保険税の子供の均等割につき

ましては、令和４年度から国の制度改正によりまして、未就学児の均等割額は５割軽減

となっているところでございます。

本町独自での子供の均等割についての助成は、被保険者全体で制度を支えるという観

点におきまして、負担能力と受益に応じたバランスを取ることが重要であると考えてお

りますので、今後も税負担の公平性を維持していくために、国の基準に沿って適正な賦

課を行っていきたいと考えております。

なお、現行の子供の均等割についての軽減措置割合や対象年齢の拡充につきましては、

これまでも国へ要望を行っているところでありますので、引き続き要望をしていきたい

というふうに考えております。

また、国保の税率、税額につきましては、県全体での保険料水準の統一に向けまして

検討しているところでありますので、慎重な検討が必要ではないかというふうにも考え

ているところでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） 答弁は、今までどおりで、一歩も前に出てはいない、前

進がした答弁がないというふうに捉えました。

どうも認識がお互いに擦れ違ってるのかなという気がいたしますけども、まずお伺い

しますけども、先ほど趣旨のところで、この子供にもかかる、おぎゃあと生まれれば、

もうそのときからこの国民健康保険に入ってらっしゃる世帯の子供には税金のように均

等割という保険税がかかると。そこで、人頭税という言い方もよくされますけども、そ

ういう批判をされても仕方がないのかなっていう気がするんですよね。

町長も御存じだと思いますけども、人頭税というのは、古代につくられた税制で、日

本もだったようですけども、地域によってですか、世界的にもあったようですけども、

これは人類史上、最も原始的で苛酷な税だと言われとって、今ではないはずなんですけ
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ども、それに類似するようなこの均等割保険税ですよね。これは国の制度としてあるの

で、大森がとやかく言われても、どうしようもないんだと言われればそれまでなんです

けども、この点について、町長、どう思われますか。この均等割というのが子供にもか

かるということについて、ちょっとお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

均等割の認識ということですが、最初に認識がちょっと擦れ違ってるというお話があ

りましたが、認識はちゃんとしております。同じ認識をしとると思いますが、あとは、

政策の主義主張だとか思想信条みたいなところに最終的にはなってくるかなと思います

ので、そこで、何を優先して何を優先しないかとか、そういうところで違ってきてると

いうところで、認識が違ってるわけではないというふうに御理解をいただきたいという

ふうに思います。認識はしております。

その上で、均等割についての考えの御質問でしたが、これは国の議論の中ですので、

基礎自治体として何か答えるものではないというふうに思いますけれども、先ほど答弁

をさせていただいたとおり、制度全体に対してはいろいろと意見があるところですので、

国に対して要望を行っているという現状でございます。全ての今の国保の制度が完璧な

制度だとは思ってないということでございます。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） さらにちょっと意地悪な質問になるかもしれませんけど

も、竹口町長、子育て支援策、これを就任以来ずっと標榜していらっしゃいます。これ

と、この部分は完全に逆行するんじゃないかなっていうふうに思います。町長としては、

この矛盾を解消すべきではないかというふうに考えるんですが、この点についてはいか

がでしょうか。子育て支援策との関連として、前にも聞きましたが、もう一度聞かせて

ください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

子育て支援策、何やってるかっていったら、人口減少対策でやっています。子育て支

援策の考え方としては、広く一律にやっていくということで、特に出生率等が低い理由

として、これは意識調査として、経済的負担が大きいからということから、経済的負担

の軽減策を行ってきております。これは国に先駆けて保育料の無償化ですとか、あとは

小・中学校の給食費の補助だったりとかやってますが、これは一部の人に対してやって

るわけではなくて、対象となる人には全部やっているということです。

片や国保におきましては、対象となる子供は、その年齢の子供が全員対象になるとい
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うことではなくて、様々な保険制度がありますので、そのうちの国保だけに入っている

人に対して町で支援をするというのは、じゃあ、ほかの保険制度に入っている人たちは

どうなんだというところの議論になってくるわけであって、一部支援ということは基本

的には行っておりませんし、今後も恐らく出てこないんだろうなというふうに思います

が、広く全体が対象になるような事業ということで、様々取組を進めてきたところであ

ります。

保険制度でいえば、特に国保連の関係の要望でも、一番最初に要望で出してる項目、

これ毎年変わってませんが、保険制度の統一化ということで、たくさんある保険制度を

一本化すれば各課題が解消するんじゃないかということを、国保連の要望としても全国

の国保の大会等の決議でなされる要望でも１番に上がっているところで、大森議員が言

われるところは制度の課題なんだと思いますが、制度の課題の一部を基礎自治体が対応

していくということではなくて、制度自体、全体がどうにかならないかというところを

自治体としては要望していきたいというふうに思っているところです。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） そのことは、知事会でも、あるいは全国町村会でもです

か、要望されてるようですから当然やっていただきたいというふうに思います、それは。

私、調べてみました。町長は以前もさっきの答弁と同じようなことをおっしゃったんで、

つまり国の基準を超えて独自に保険税の減額を条例で定めることはできないというふう

な答弁をされてきましたが、私、調べてみましたら、全国でもそんなに多くはないよう

ですけども、これをやっている自治体もあるわけですよ。私のちょっと調べたところで

は、仙台市だとか、あるいは取手市だとか、これやっているんですよね。３割減免とか、

あるいは全面軽減とか減免とかね。

そういう自治体があるということは、可能だと、自治体独自でもできるということだ

と思いますが、実は法律の中にも書いてあって、それを利用すればできるようなことを

ちょっと私、知りました。つまりそれは、地方税法７１７条っていうのがありますが、

ちょっと難しいと思いますけども、これ特別な事情がある場合には、市町村が条例を定

めて国保税を減免することができるという規定があるわけですけども、特別な事情って

いうのはいろいろあると思いますけども、じゃあ、何を特別な事情とみなすかというこ

とについては特に定めがないようです。ですから自治体の首長にその裁量が委ねられて

いるということがあります。ですから、子供がいるということを特別な事情として扱う

ことによって子供の均等割減免が可能だということで、実施している自治体はやってる

ようなんですよ。

理解がなされたかどうか分かりませんけども、そういうところをちょっと深めていた

だいて検討していただけないだろうかというふうに思いますが、今理解いただいた中で

答弁をお願いしたいと思います。
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○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、過去の同じような内容の質問の答弁を振り返っていただいたということで、私

も全部振り返ってみませんけれども、こちらの考えがぶれてなかったということで、ひ

とまず安心をしております。過去も今回もですが、できないとは言ってないんですね。

大森議員言われるみたいに、やる方法はあると思いますし、やってる自治体もあるのは

承知をしております。

その上で、今回は子供の均等割部分の話ですけれども、過去の議論でいうと、例えば

国保の税負担を抑えるために、法定外繰入れをしたらどうかという話は、今期はないで

すけど、前期ですか、改選前の４年間は割とその法定外の繰入れの話も大森議員からい

ただいて、それとこの子供の均等割を見直すっていうのは似たような話で、保険制度が

幾つも走ってる上で国保の制度があって、そこに対して、普通の一般財源、一般会計か

ら法定外の繰入れですとか、子供の均等割を町の別の会計からお金を結局は出さないと

いけないわけですから、出すような形で補助をしていくというのは、やっぱりその国保

の保険に入ってない人からしたら、見方によれば二重の負担になるわけでありますから、

なかなか難しいというのが現状だと思ってます。制度的にできるかできないかではなく

て、税の負担の公平性だとか、そういう観点からして難しいんじゃないかなというふう

に思っております。

これらの課題を解決するためには、国で基準を見直してもらうのか、それか、あとは

保険制度を統一化していくのか、その辺しかなかなか突破口はないのかなというふうに

思っているところで、そのように国に対しても要望しているというところでございます。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） こればっかしに時間かけれませんので、また私も理論武

装して機会があればやりたいと思います。

３点目に行きたいと思います。３点目は、教育関係です。よろしくお願いいたします。

就学期の子育てと学校の教育条件整備に関わってということで、スクールバスの運行、

それから放課後児童クラブは、小・中学校の子供たちが安全に通学し、安心して学校生

活や放課後を過ごし、あわせて、保護者が安心して仕事に専念できるシステムだろうと

いうふうに思います。これは、住民の皆さんの願いと、それに応えて施策を進めてこら

れた自治体行政との協働の営みの成果であったというふうに私は考えております。

また、学校現場にあっては、子供たちが基礎学力と基本的な生活習慣を身につけるた

めに、常態化しております先生たちの多忙化解消、言い換えるというか、多忙化による

長時間労働、その解消というのは急務の課題だというふうに思っとりますし、また、そ

れは誰しもが認識していることではないかと、全国的な大きな課題でもあるというふう
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に思っております。

そこで、以下の点について、ちょっとかなり具体的な点ですけども、お伺いしたいと

思います。

大きな１点目としまして、放課後児童クラブの条件整備についてです。

その１つ、大山西児童クラブの施設は、利用児童数に対して面積が狭く、過密になっ

てはいないでしょうかと。以前よりもちょっと広くなって、合銀の跡地を買い取って１

階、２階ありますので、その点は承知は十分しておりますけども、それでもなお過密状

態になってるということを聞きますし、実際、取り寄せさせていただきました調査依頼

の資料からも、１人当たりの面積も大山西児童クラブの場合はほかと比べて狭いようで

すね。どうでしょうかということ。

それから、２つ目として、大山児童クラブは、長期休業中ですけども、大山西児童ク

ラブに合流するようになっておりますけども、これは当該児童や保護者にとってメリッ

トがあるんでしょうか。

３つ目、その点について保護者から要望があれば、長期休業中も大山児童クラブを開

設することは可能でしょうか。

それから、大きな２点目としまして、スクールバスの利用要件についてです。

１点目、小学校はおおむね２キロメートル以上、中学校はおおむね４キロメートル以

上となっておりますけども、その根拠は何でしょうか。

２つ目として、天候や季節によって例外措置はないんでしょうか。

大きな３点目としまして、教職員の多忙化解消、多忙化による長時間労働の解消につ

いて、これはいろんな側面が考えられますので、絞って教職員数の面からお伺いしたい

と思います。

１つ目として、学校現場の多忙化解消、長時間労働解消の決め手は、やっぱり教職員

増にあるというふうにも言われますし、私もそれはそう思います。そのために、どんな

手だてをしていらっしゃるのか、大山町教育委員会はということをお伺いします。

２つ目として、その１つだろうと思いますけども、学習支援員の配置目的と職務内容

をお伺いします。何でしょうか。

３つ目としまして、学校によって学習支援員の人数が違いますけども、どんな配置基

準になっておりますでしょうか。以上、お伺いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員の３問目の質問にお答えをいたします。

就学期の子育てと学校の教育条件整備に関わってについてということで、お尋ねをい

ただいております。この質問は私と教育長に問われておりますので、私からは１点目の

放課後児童クラブに関してお答えをしたいというふうに思います。

その前に、御質問の中で、合銀の跡地を買い取ってという御発言ありましたが、正し
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くは鳥取銀行の跡地で、しかも買い取ってというのは、建物は無償譲渡、土地は買っと

ります。また、そのほか企業版ふるさと納税も頂いたりとかいうようなことでやってお

りますが、正しくはそういうことでございます。

その大山西児童クラブの施設に関して過密になってないかというお尋ねですけれども、

まず、大山西児童クラブに関しましては、先ほどのお話のとおりで、令和４年に移設を

して環境整備を行ったところでございます。部屋数も増えまして、宿題をしたり本を読

んだり、卓球などで体を動かすことができているという状況でございます。

２点目の合同開設についてのお尋ねですけれども、大山児童クラブの今年度の春休み

の利用実績は最大で３名でありました。合同開設によりまして、集団や仲間での活動を

通して児童相互の交流ができるなど、規律と個性を培う機会となるというふうに考えて

おります。

３点目の、保護者から要望があれば、長期休業も大山児童クラブを開設することは可

能かというお尋ねですが、先ほどの説明のとおり、大山児童クラブは実際の利用者が少

ないという現状がありますので、１つの児童クラブに支援員２名以上の配置を要します

ために、現時点では単独の開設は難しいというのが現状でございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 大森議員からの一般質問、スクールバスの利用要件について

ですが、１つ目の小学校はおおむね２キロメートル以上、中学校はおおむね４キロメー

トル以上となっているが、その根拠は何かとの御質問であります。

スクールバスの運行管理については、スクールバス運行管理規則によって運行を行っ

ております。その規則の中で、スクールバスを利用できる児童、生徒の範囲は教育長が

別に定めることとなっております。小学校はおおむね２キロメートル以上、中学校はお

おむね４キロメートル以上の距離につきましては、合併以前からの申合せによる距離で

運用をしております。ただし、通学距離が運行距離に満たない場合であっても、病気、

負傷その他特別の事情のある場合につきましては特別な配慮を行っております。

２つ目の御質問であります天候や季節による例外措置はないのかとの御質問でありま

すが、集落、学校の意向により、そういった運行を行っているケースはございます。具

体的には、中山地区の東側の集落で、冬季のみ１、２年生がスクールバスを利用されて

おります。

続きまして、教職員の多忙化解消について、教職員数の面からということで御質問を

いただいております。

１つ目の御質問であります学校現場の多忙化解消の決め手は教職員増にあるとも言わ

れるが、そのためにどんな手だてをしているのかとの御質問であります。

教職員の配置については、各学校から提出された人事異動希望調書や加配希望調書を
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基に、ヒアリングの際に、町の教育委員会から県の教育委員会に強く配置、増員を要望

しております。県費負担教職員の加配教員は、県全体で減らされておる状況でございま

す。大山町としましては、学習支援員を全校に配置して対応しております。

２つ目の学習支援員の配置目的と職務内容は何かとの御質問でありますが、配置目的

は、児童生徒の学習指導の補助、教員の補助のためであります。具体的な職務内容とし

ましては、学習指導や生徒指導の際の教師の補助、特別支援学級の児童生徒への学習の

サポート、授業へ参加できるよう声かけ、見守り、給食、掃除指導支援、休憩時間の児

童生徒の見守り、教材作成、教員の事務補助、授業の資料準備の手伝い、校外学習引率

補助、学校行事への指導補助などが上げられます。

３つ目の、学校によって学習支援員の人数が違うが、どんな配置基準かとの御質問で

ありますが、学習支援員は、基本、各学校に１人配置しております。児童生徒数が多い

学校には２人、学習支援員を配置しております。また、特別支援学級への学習支援員の

配置制度を町独自で取り組んでおります。特別支援学級の児童生徒が５名以上または３

学年にまたがる場合、学習支援員を１人配置しております。また、ＩＣＴ学習支援員は、

各中学校区に１人配置しております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） それじゃあ、最初に、放課後児童クラブについてお伺い

したいと思いますけども、大山小の児童クラブと大山西児童クラブとの合流の問題につ

いてなんですけども、それは子供の側から見れば、集団や仲間での活動を通し、児童相

互の交流ができ、規律と個性を培う機会となるという建前は分かります。そうでしょう。

建前はそうでしょうけども、今のその後の答弁聞いとりますと、何か行政側のほうの合

理性から、少ない人数なので、多いほうと合流してやったほうがいいというふうに聞こ

えるんですよ。子供の実態とか保護者の願いに沿ったやり方ではないではないかという

ふうにちょっと思っちゃいました、私は。

実はその声を聞いているんですけども、大山小学校のほうの児童クラブ、人数が少な

いですから、そういうところがいいという児童もあったり、体の具合もあってですけど

も、合流した場合に、人数も多いし、どうしても喧騒状態もあるので、それがすごくた

まらないっていうお子さんもいらっしゃるようです。そういうことをやっぱり配慮した

やり方っていうのが、まず第一に考えてもらわなくちゃいけないんじゃないかなという

ふうに思いますので、よく一人一人の要望を聞いていただいて、ただ人数が少ないから

長期休業中は合流してしまえというようなことに、ちょっと失礼な言い方をしたかもし

れませんけども、結果的にはそういうふうにもなっていますので、そういうことではな

くて、やはり子供の願い、保護者の願いに沿ったやり方をしていただきたいというふう

に思うんですが、どうでしょうか。
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○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現状としまして、持続可能な形でやっていくために、財源のこともあると思いますが、

支援員も潤沢におられるわけでもなくて、それを、しかも例えば長期休業中だけ、そう

いうパターンもないかもしれませんが、見つけてくるとかいうこともなかなか難しいの

かなというふうに思ってます。人の面が１つ、財政の面が１つありますが、それらを総

合的に考えた上で今の形になっているというふうに思っております。

一方で、利用者の目線に立った児童クラブの取組というところは様々行っておりまし

て、今、大森議員が言われた課題もその一つかもしれませんが、例えば長期休業中に食

事の提供、なかなか毎日お弁当作っていくのは大変だというような声が昨年度のアンケ

ートで非常に多くありましたので、その対策を今年度行うように予定をしておりますし、

いろいろとアンケート調査等もしながら利用者の全体的な課題を把握しながら、解決が

できるものについて１つずつ取組を進めているところであります。

その上で、大森議員言われるみたいな課題感を持っておられる方もおられると思いま

すので、引き続き利用者の声を聞きながら、ちょっと実現可能な形というのは限界があ

るかもしれませんけれども、対応できるところでしっかり対応していきたいというふう

に思っております。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） しっかり対応していただきたいと思います。

２つ目のスクールバスの利用要件についてですけども、この小学校２キロメートル以

上、中学校４キロメートル以上というのは、学校から集落までのようですよね、距離が

ね。そうしますと、集落によっては、細長くて、上のほうの子は該当するけども、ちょ

っと下のほうの子は、少しの差で未満なので乗れないという実態があるように聞いとる

んですよ。でもそれってちょっと不合理な面もあるんじゃないかなと。数百メートルの

距離で、片や乗れる、片や乗れないっていうことがあるんですけども、それはどうなん

ですか、同じ集落の生徒として乗ることはできないんですか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

大山町内、各集落たくさんあります。その集落の状況によって、その集落の保護者な

りから出た意見ですとか学校からの要望が出た場合には、それぞれその都度、対応を検

討させていただいてるところでございます。以上です。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。
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○議員（１０番 大森 正治君） そうしますと、今の教育長の答弁からしまして、個別に

そういう話を聞いて、実現も可能だということでよろしいでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 先ほど申しましたように、スクールバスの運行管理規則には

ある程度の基準はありますが、それぞれ季節によりですとか集落の状況、また、逆に、

集落によっては、歩かせてほしいということで、早めに降ろして歩いて学校に通うとか、

そういったことがありますので、その都度そういった状況をお聞きしながら、一律にで

はなく、対応させていただいてるところでございます。以上です。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） 分かりました。

また今後ともよろしくお願いしますが、時間が少なくなりましたので、教職員の増の

ことについては非常に大事な問題なんですけども、今の学習支援員、とっても大事だろ

うと思いますので、１つちょっと聞きたいんですが、中山小と大山西小が減らされとり

ますよね、去年から１名ですか。これは何か理由がありますか。大山西小の場合は、児

童数が増えてるのに支援員が減らされてるようなんですけども。お願いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 担当のほうがお答えいたします。

○幼児・学校教育課参事兼指導主事（浦木 美穂君） 議長、幼児・学校教育課参事。

○議長（米本 隆記君） 浦木幼児・学校教育課参事。

○幼児・学校教育課参事兼指導主事（浦木 美穂君） 先ほど申しましたが、特別支援学

級学習支援員配置要領というのを作成しております。特別支援学級のお子さんが減った

場合などに学習支援員を減らすということがありますので、そこに該当しております。

以上です。

○議員（１０番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（１０番 大森 正治君） ２校とも同じ理由ですか。

○幼児・学校教育課参事兼指導主事（浦木 美穂君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 浦木幼児・学校教育課参事。

○幼児・学校教育課参事兼指導主事（浦木 美穂君） そのようになっております。

○議員（１０番 大森 正治君） 分かりました。

以上で終わります。

○議長（米本 隆記君） これで大森正治議員の一般質問を終わります。
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○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は３時３０分とします。

午後３時２０分休憩

午後３時３０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、６番、池田幸恵議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） ６番、池田幸恵です。トリで質問するのは初めてなので、

一日の最後の質問となりますが、皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

それと、実は靴を片方踏んで履いて、ちょっと失礼な格好で質問させていただきます。

来るときに、朝、ムカデにかまれまして、ちょっと足が腫れとりまして、申し訳ありま

せんが、失礼な格好で質問させてもらうことを御了承ください。

今日は、通告に従いまして、１問質問させていただきます。今回は、フレイル予防に

もつながる健康づくりをということで、質問させていただきます。

令和６年度、健康推進課では、健康づくりとして、ウオーキング教室を開催し、効果

的なウオーキング方法を学び、町内ウオーキングの取り入れを検討中と説明があった。

健康対策は早期から取り組むことによって、フレイル対策にも大きく関わってくると考

えます。また、フレイル対策により、元気で在宅で過ごすことにより、家族への健康対

策にもつながると考えます。健康づくりは、介護予防やフレイル予防につながっていく

んじゃないかなと思います。

そこで、以下のことを質問いたします。

１、これまで様々な健康対策に取り組まれてきたと思いますが、健康推進課と新しく

できた長寿支援課の関わりは。また、健康推進課から長寿支援課へと引き継いで取り組

まれている事業はありますか。

２、歩くことを楽しむための道という意味のフットパスという取組があります。大山

町独自の福祉を絡めたフットパスに取り組みませんか。また、アウトドアライフ構想に

もつながる、大山町を見て、歩いて、自然や文化を楽しみながらゆっくり歩くことを体

験するオルレに取り組まないか。

３、健康対策は、生まれたときからずっと関係があるもので、社会教育課、まちづく

り課、商工観光課、長寿支援課など多くの課と関係していると思います。課を介して健

康対策のさらなる連携を取らないか。以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 池田議員の一般質問にお答えをいたします。

お答えする前に、今朝ムカデにかまれたということで、心からお見舞いを申し上げた
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いと思いますが、御安心ください。靴、片方履けてないってことですが、こちらから全

く見えませんし、テレビにも映らないと思いますので、一般質問に集中していただけた

らなと思います。

３点、健康づくり、フレイル予防の関係でお尋ねをいただいております。

まず、１点目の御質問に関しましては、令和２年に高齢者の保健事業と介護予防事業

の一体的実施という新たな制度が施行されまして、後期高齢者医療広域連合と市町村が

協力して、健康維持や介護予防、フレイル予防に努める取組が始まったところです。大

山町では、昨年度からこの取組を開始しまして、健康推進課と長寿支援課が連携をして、

まちづくり課の協力を得ながら、公民館や地域自主組織といった高齢者の集まる場所に

出向いてフレイルを予防するための教室を開いております。

また、７５歳以上で健診を受けておられず、医療保険も介護保険も使っておられない

方を健康不明者として個別に訪問しまして、両課の専門職が必要に応じて介入しており

ます。

健康推進課から長寿支援課に引き継がれる事業はございませんが、個別のケースに関

しましては、必要な情報の引継ぎを行いまして、支援の継続がスムーズにできるような

体制を取っております。

続きまして、２点目のお尋ねですけれども、今年度に関しましては、運動を始めるき

っかけづくりや運動習慣の定着化を目的として、おおむね６０歳以上の方を対象として、

年３回の健康ウオーキング教室を計画をしております。

内容としましては、歩く前のストレッチ、歩く姿勢や歩き方の指導を行いまして、屋

外でウオーキングを実施するものでございます。第１回は、５月３１日、これは雨天の

ため屋内で実施をしております。第２回、第３回は、１１月頃、そして３月頃というこ

とで予定をしております。

この運動の定着化を目的とした取組ですが、当初の考えでは屋内での教室というもの

を考えておりましたが、アウトドアライフ構想に基づきまして屋外のウオーキングとい

うものを取り入れたところでございます。フレイル予防ですとか健康づくりのためのフ

ットパス、また、オルレの取組につきましては、まずは、今年度行うウオーキング教室

の成果や課題を踏まえて検討していきたいと考えております。

そして３点目のお尋ねですけれども、健康対策についての課を介した連携につきまし

ては、高齢者学級や大山カレッジとの連携、学校教育との連携、また、地域自主組織と

連携した健康教室の開催など様々な事業に取り組んでおりまして、今後も必要に応じて

連携をして、町民の健康づくりのための取組を進めていきたいと考えております。

教育長にもお尋ねですが、答弁は同様でございます。以上で答弁といたします。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 町長、冒頭、お心遣いありがとうございます。皆様も、
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この時期たくさん出るので、お気をつけください。

健康づくりは、やっぱり課をまたごうがどうだろうが、住民の健康対策はやっぱり生

まれてから亡くなるまでずっと関係するものだと考えてます。今、町長からの答弁は、

フレイル予防に対する教室なども開いたり、支援の継続がスムーズにできるような体制

を整えていくっていうことだったんですけれども、やっぱり年を取ってから筋力量を増

やすっていうことは非常に難しいと思います。年を取ってからやっぱりやっていくって

いうことは、筋肉がなくなっていく下降線をいかに緩やかにするか、いかに筋肉量を維

持するかに関わってくるんじゃないかなと思います。

現に、プロ野球選手、サッカー選手や相撲力士さんなんかもやっぱり３０代で引退が

多いのも、筋肉の成長は大体３０代で、筋肉を鍛えて筋肉繊維を増やせれるのが大体そ

れぐらいの年齢であって、そこからはもう本当に維持になっていくとデータからもよく

出てます。だからこそ若いときから筋力づくりに取り組んでいただいて、いかに筋力の

貯筋をしていくか、体の中に、もしくは運動習慣をつけるか、その運動習慣を身につけ

ることによってフレイル予防につながって、年を取っても、いかに生きるかにつながっ

ていくと考えます。

健康は、絶対にお金で買うことのできない最高の財産だと思います。私も、将来もっ

と年を取って、自分の意思で歩いて出かけて、自分で好きな時間にトイレに行き、自分

で着替えをして、自分の好きなものを買って食べたい、そういう老後を迎えたいと思っ

てます。そうやって健康を維持することによって家族の介護負担を軽減することにつな

がっていくと思いますし、大きいくくりで言うと、介護保険料の軽減につながっていく

と考えます。

今よく、フレイル、言葉出てくるんですけども、なかなか自覚ってできないんですよ

ね。今から質問事項を言いますので、職員の皆さん、議員の皆さんもどんだけ該当する

か、数えてみてください。質問事項１２項、言っていきます。

１つ目、１日３食きちんと食べていない。２つ目、体重が半年で二、三キロ以上減っ

た。３番目、半年前に比べて硬いものが食べにくくなった。４番目、お茶や汁物などで

むせることがある。５番目、この１年間に転んだことがある。６番目、以前に比べて歩

くスピードが遅くなったと思う。７番目、ウオーキングなどの運動を週に１回以上して

いない。８番目、外出を週に１回以上していない。９番目、周りの人から、いつも同じ

ことを聞くなどの物忘れがあると言われている。１０番目、今日が何月何日か分からな

いときがある。１１番目、ふだんから付き合いのある家族や友人がいない。最後です。

体調が悪いときに、近所に相談できる人がいない。

皆さん、どうだったでしょうか。４つ以上該当される方、いらっしゃいますでしょう

か。後ろのほうから声が聞こえてくるんですけども、大体４つ以上あると、すごい声が

聞こえてくるんですけど、フレイルの可能性があると言われています。やはり老いは誰

にでも平等にやってきます。今日この後、たくさん質問させてもらうんですけれども、
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各課もぜひとも自分事と考えていただいて、各課の課題として健康対策として一緒にな

って今日考えていただければなと思いますので、課長の皆様、どうぞよろしくお願いい

たします。

今、フレイルのことを、フレイル予防とかよく聞くんですけれども、フレイル該当は

こういうことですよっていうことをちょっと読み上げさせていただきました。町長や教

育長にとって、今、質問の内容を聞いて、身近だったかどうか、ちょっとお聞かせ願え

ますか。身近な項目があったどうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まずは、先ほどのフレイルの質問ですが、この中継を御覧になられてる方が、おうち

で何個当てはまったというのはいいかもしれませんが、後ろ見てないんであれですけど、

職員が手挙げたりすると、完全にプライベートな話になりますから、ちょっと御質問だ

け御留意いただけたらというふうに思いますけれども、先ほどの１２個の質問を聞いて

ましても、割と身近な質問、特に前半のほうですか、私にとってはですが、身近な質問

がありました。

ちなみに、私は該当項目ほとんどなく、ゼロでしたが、ただ、だからといって体の老

いを感じてないわけでもなく、昔、子供の頃、おじいちゃん、おばあちゃんとか近所の

高齢者から、元気でいいなって言われたのが何のこっちゃよく分からんかったですけど、

最近、例えば疲れやすいとか、子供のように元気に動けないとか、子供は何でもかんで

も全力で走ったりとかしますけど、なかなかそういうふうにはできんよなというふうに

思ったときに、体の老いみたいなものを徐々に感じる部分はあるわけで、先ほどの項目

では該当するところはありませんでしたけれども、身近でそういうふうにチェックをす

る、自分の体の年を重ねていく上での老いを客観的に判断していくというのは、とても

大事なことではないかなというふうに思っているところです。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 先ほど池田議員がおっしゃった言葉が、本当に胸に突き刺さ

るといいますか、改めて健康の大切さを感じました。特に、健康はお金で買えない宝物

であるということ、また、人は誰でも老いに向かっていくわけでして、いろいろできな

くなってからでは遅いということがあるわけでして、先ほどおっしゃられたことにはほ

ぼ該当しなかったんですが、いずれそれに該当するときが来るというふうに私も感じま

した。そのために、ふだんから心がけて自分でやっておくべきことは何かということを、

改めて考え直すいい機会をいただいたなというふうに思いました。ありがとうございま

した。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） なかなかフレイル、じゃあ、自分に該当するのかってい

うのは、やっぱり何か比べるもの、チェックするものがあって初めて気づかされること

が多いと思います。ぜひとも連携を取って、取組が始まったっていうんですけれども、

健康の大切さをもってそれを伝えることによって、答弁の中にあった個別のケースや支

援の継続に向かっていただきたいと思います。

では、ちょっと２番のほうの提案のところに行かせていただきたいと思います。

先ほどの答弁では、町のほうでも年３回ウオーキングを行う、１回目は、残念ながら

雨で屋内で実施されたと報告がありました。参加者も１９名で、たくさんの方が健康、

ウオーキングに興味を持っていただいて参加されたんだなっていうことは、すごいなと

思います。

今回２つ提案させてもらったんですけれども、１つ目のフットパスについてちょっと

お話ししたいと思います。

フットパスは、イギリス発祥の健康をつくることなんですけれども、今ある本来あり

のままの風景を楽しみながら歩くという意味で、全国様々なとこで取り組まれてます。

実は私、九州のほうで参加してきました。すごくよかったです。後でちょっとお話しさ

せてもらいたいと思います。大山町では、大山古道をはじめとして、例えば所子の重伝

建とか夕日の見える海岸線もありますし、あと、名和神社、中山だったら文芸の小道と

か退休寺とか歴史的なもの、近代的なものがたくさん名所があります。特に大山町、そ

れに自然も緑も豊かですので、近代的なものを歩くというよりも緑の中を歩いて、すご

く気持ちよく歩けるんじゃないかなと思います。

そこで、ぜひ今回、機構改革で、福祉のほうも、町長部局の観光課が商工観光課にな

ったりとか変わってますので、ぜひとも、商工観光課やまちづくり課、社会教育課、幼

児教育課、各課で健康づくりに関することを自分の事業の中でのことを考えていただけ

れば、何かは当てはまるもんがあると思います。多くの課で協力して健康づくりとかに

取り組んでみられませんか。町長、教育長、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現在におきましても、健康推進課だけが健康づくりを行うということではなくて、池

田議員がおっしゃるとおりで、いろんな課の事業で健康づくりにつながるものというも

のはたくさんあると思っていますので、引き続き連携をしながら事業等は取組を進めて

いきたいというふうに思っとります。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。
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やはり健康づくりというのは、小さい頃から健康づくりを進めていくということがあ

ると思いますので、幼児・学校教育課、そして生涯学習を担う社会教育課、各課が連携

しながら、あと、行政の担当課と連携しながら、なるべくたくさんの課が一緒になって

町民の健康増進に向かっていくというところを進めていきたいと考えとります。以上で

す。

○議員（６番 池田 幸恵君） はい。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 今、町長からも教育長からも連携をっていうお話があり

ました。私も、健康目的だけで歩くのならば健康推進課が主でやっていけばいいのかな

と思うんですけれども、例えば地域の高齢者が集まるところをチェックポイントにした

りとか、参加者と高齢者の交流の場をつくるなどすると、地域と参加者がつながる仕組

みづくりが取れるんじゃないかなと考えます。健康推進課や長寿支援課、これでまちづ

くり課などの連携ができると思います。

町長からは連携をってあったんですけれども、例えば町長のイメージする連携ってど

のようなものがあるか、お聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

具体的な中身に関しては、各課で協議する中で見えてくるものだと思ってます。こち

らから具体的に何をイメージしているかというところですが、例えばですけれども、今、

社会教育課長もいますが、社会教育の取組だとかスポーツの振興だとか、そういうもの

と健康づくりというのはかなり親和性があるというふうに思ってますし、事業分野によ

って健康づくりと親和性が高いものを一緒に取り組む、それぞれ各課が取り組んでるも

のを一緒に行うというのも一つのやり方ですし、それぞれ行っている事業に対して協力

し合うとか、いろんなやり方があると思いますので、池田議員が言われた発想も一つの

案かもしれませんが、また事業を進めていく上で、健康づくりに関連するものをしっか

り健康意識に結びつくようなやり方というものも模索しながらやっていきたいというふ

うに思っています。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） いつも検討するという言葉で次のことを聞き忘れてたの

で、今回はちょっと聞けて安心しました。

続いて、オルレのことを聞いてみたいと思います。

数年前に、今度、熊本県のオルレのほうに参加してきました。オルレは、道案内が、

樹木にリボンを結んだりとか海岸線の岩に矢印を描いたりして進む方向を案内してくれ

てます。また、馬のフレームだけ、型枠だけがあって、顔の向いてる方向が進行方向を
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案内しているというルールがあります。それに案内されながら、地元の方と触れ合って、

しゃべってお接待を受けながら、迷うことなく、そのまちにある古墳とか小高い丘から

見える景色などを楽しんできました。

県内では、半年ぐらい前ですか、東郷湖に行ったときに、既にオルレが取り入れられ

てまして看板があったので、友達と待ち合わせをしてる間、ちょっと参加してみました。

本当に看板があれば、オルレ、ここスタートですよっていうのがあれば、案内板ってい

うか、案内のリボンとか馬の形とか矢印方向があれば、本当に何も準備することなく歩

いていくと、東郷湖の車に乗ってたら見えない景色、草花なんかを見ることができて、

ちょっとの時間だったんですけど、非常に何かあっという間に時間が過ぎて楽しむこと

ができました。

大山町民が例えば大山町内でやってみると、１０校区あります。１０校区あっても、

大山の端と中山の端ではやはり風景も違いますし、環境、農村地帯と、たとえ町なかと

かでも全然景色も違うので、新しい発見がたくさん出るんじゃないかなと思います。大

山町内を楽しめるこのオルレ、町長は、先ほどの答弁で今後検討していきたいとあった

んですけれども、ちょっと具体的に今みたいなことが見えるんじゃないかなと思うので、

町長、オルレ、どうでしょうか、取り入れてみられませんか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今、取り組みますとも取り組みませんとも、なかなかはっきりとした答えにはならな

いかもしれませんが、考え方としましては、行政として取り組む上で、例えばオルレに

してもフットパスにしても、ハード整備をすることによってそれを利用する人を増やし

ていくっていう考えもあれば、それをガイドして連れてってくれる人があるから参加す

る人がいてっていうような、ソフトの面でっていうこともあると思います。

特に町民の健康づくりであれば、ハード整備をしながら、あるいは担当課等が事業の

中で、ウオーキングのコースとしてそういうものを設定してやっていくとかいうことは

先々考えられると思いますが、ひとまず今年度ウオーキングを生かした健康教室という

ものを行っていこうというふうに考えていますので、その参加者の意向だったり感想だ

ったり評価だったり、そういうものを踏まえて、来年度以降の取組の一つの可能性とし

て、池田議員が言われるようなフットパスとかオルレみたいなものも、その中で検討し

ていければというふうに思っております。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 熊本のほうでは、住民の方が数歩き、ガイドとして収益

を得るっていう形もありました。少し話はそれるんですけれども、オルレもフットパス

も、健康対策の視点ではなくて、角度を変えて観光のほうから見てみれば、大山町を歩
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いて楽しむということにつながるんではないでしょうか。特に大山の自然なんかは、時

間、季節が替わることによって、見るたびに毎回違う景色を見ることができると思いま

す。何度見ても、やっぱりなくなることはないですし、大きなお金をかけて整備は必要

ないんじゃないかなと思います。

特に、まちづくりの方が大山古道なんかは整備されてますので、そういうところを活

用して、今あるものを余分なお金をかけずに、今頑張ってる方々と協力して取り組むっ

ていうのも一つの手段ではないでしょうか。その２つの視点で、例えば、今、健康対策

で町長からは、ウオーキングをやってみてからということでってお話をいただいたんで

すけれども、観光分野の視点からでは、ちょっと話がそれるんですけれども、どうでし

ょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

観光の視点でいうと、今ＤＭＯの立ち上げに向かって準備を進めているところであっ

て、市場がどれぐらいの大きさなのかとか、どれぐらいの大山との親和性が高いのかと

か、地理的条件とかいろいろあると思いますので、そういうところをしっかり分析しな

がら、大山町にとってＤＭＯの目的、あるいは町の目標等に関連性が高いというような

ことであれば、ＤＭＯ等でも取組が進められるものというふうに思っております。

池田議員が言われるみたいに、大山町は、本当に歩くと、いろいろ景色が違って楽し

めるところがあると思います。私も、役場の通勤といいますか、行き帰り、片道２キロ

ぐらい毎日徒歩で歩いてますが、大体３パターンぐらい来る道があって、同じようなと

ころを歩きますが、１つ道を替えると景色が全然違う、１つ道を替えると山が見える、

１つ道を替えると海が見えるといったような、すごく歩いていて面白い道がたくさんあ

ると思っています。それが大山の一つの自然環境のよさであったりすると思いますので、

そういう大山の特徴を生かした形で池田議員の言われるようなことができないのかとい

うところは、また健康づくりに関しては、今年度の事業の取組を踏まえて考えていきた

いと思いますし、観光においては、ＤＭＯ等でも検討が進められないかというところは

考えていきたいと思います。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） ぜひとも検討していただければと思います。

３番目のところに行きたいと思います。

前回、教育民生委員会で、健康対策課が健康推進課になったっていうことで、どのよ

うに変わったのかって課長に聞いたところ、すごい私の中ではぐっとくるような、言わ

れてからの相談ではなくて、それを言われる前の対策ではなくて、健康を推進していく

課になれればいいなって、課長、個人の考えだったと言われてたんですけれども、前向
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きな課になって、すごいいいなっていうのを感じました。

今日は健康についてなんですけれども、観光もですし、社会教育課もですし、まちづ

くりもですし、いろんな課に取り組んでいただきたくて、何度もやっぱり課をまたいで

取り組んでいただきたいとお話ししてきました。もう一度、だからこそ改めて、最初に、

皆さん自分事でってことをお願いしたことに返りたいんですけれども、各課には、本当

に健康に関する取組が何だかんだあると思います。言葉がちょっと悪くて申し訳ないで

す。例えば幼児・学校教育課だったら、子供に運動の楽しさを伝える、社会教育であれ

ば、高齢者学級もそうですし、いろんな団体さんとかが取り組める、まちづくりだった

ら公民館活動の中でもできますし、様々な課で健康に関することを関わってると思いま

す。それがやっぱり各課から芽生えてくることによって、自然に大山町の全体的なフレ

イル予防につながっていくのではないかなと考えますので、そこを改めて、町長、教育

長、ちょっと感想をお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

感想ということですので、全体的にしゃべりたいと思いますが、これは池田議員言わ

れるみたいに、いろんな課にまたがると思ってますし、そのように先ほども答弁をさせ

ていただいたところです。

特に全く関係ないところの課であっても、いろんな事業を見ていくと、直接的、間接

的問わず関係しているところであって、例えば、ちょっと話すごい飛びますけど、建設

課、健康づくりとそんな関係ないかなと思うところはあるかもしれませんが、今、建設

課で町独自の街灯設置事業っていうのを今、何年もやってます。これ主に通学路を中心

とした歩道に街灯がほとんどなかったので、街灯を数十メートル置きに設置するという

ことでやってますが、健康づくりのためにってやってる意識はないと思いますが、実際、

街灯設置してみると、冬場に中学生とかが帰るときに道が明るくなったというところも

ありますが、私がよく出会うパターンとしては、暗い時期に帰るときに、その街灯がつ

いてる道を歩いておられる社会人の方とか、あと、御高齢の夫婦の方とかおられて、仕

事が終わった後に歩けるようになってよかったと、明るくて歩道歩いとって安心して歩

ける、今まで真っ暗だったけえ冬場歩かんかったとかいうような方が実際におられて、

そういうところもやっぱり健康づくりにつながるハード整備になってるんだなというふ

うに認識をしたところです。

そういうふうに本当に掘り起こしていけば、直接、間接問わず、様々な課に健康づく

りにつながるような取組というものはあると思いますので、いま一度、各課の取組を、

それだけの目的ではなくて、健康づくりの意識を持って少し取組を進めてみるとかいう

ことを推奨しながらやっていきたいというふうに思っております。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

池田議員がおっしゃるとおり、健康対策というのは、一つの課が担当することで完結

することではなく、様々に重なり合っていろんな課が一緒になっていくものだと思って

おります。例えば地域自主組織が活動しておられるところで、大山の地区では、先ほど

議員がおっしゃられたような大山古道を整備して、これは保育園児も歩きますし、小学

校の子供たちも遠足で歩きます。また、公民館の関係の高齢者学級なり、大山カレッジ

の皆さんも歩いたりされます。子供から大人まで、また、佐摩山の登山ですとか孝霊山

の登山も、そのような自主組織が造られた道を歩きます。

そういったことで、各課が連携していきながら事業をすることで、幅広い活動なり、

また、幅広い年代の方々が体験できる健康づくりというものにつながるものだというふ

うに感じております。以上です。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） ちょっと終わりたかったんですけど、町長からすごくう

れしい言葉が聞けたので、もう一回、私の中では、フレイル予防で建設課ってなかなか

出てこなかったんです。それをすごい街灯からで夜歩く人って、町長の中でもすごくい

ろんな課が頭の中で巡ってるんだなと、ちょっと感動しました。

改めて、もう一度最後に聞かせてください。課を連携して、もしくは町長部局と教育

長部局、協力、部局をまたいで連携を取って取り組んでいただきたいと思いますが、い

かがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

ある意味、じゃあ、どこが中心的にやっていくのかといえば、やっぱりそれは健康推

進課なんだと思います。引き続き健康推進課でいろいろ考えていく上では、健康推進課

の中で独自に単独でやるものだけではなくて、各課と連携する健康づくり事業がないの

か、フレイル予防になるようなものがないのか、そういうことを念頭に置きながら検討

するように指示をしていきたいというふうに思っとります。

○議員（６番 池田 幸恵君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで池田幸恵議員の一般質問を終わります。

本日の一般質問は以上で終了し、残りました６人の議員の一般質問は、明日６月１４

日に引き続き行います。定刻９時３０分までに本議場に集合してください。

・ ・

○議長（米本 隆記君） 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後４時０７分散会
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